
第３節「福井の工業に新しい価値を生み出す人材」の育成 

①ふくいの産業 

令和４年度 ふくいの産業 デジタル教育講座 

（１年生全学科 火曜日６限目に専門教科で視聴） 

ふくいの産業 実施講座一覧表 

月 日 講座の概要 事業所名等 授業者役職 
授業者氏名 

（敬称略） 

4 26 
エイチアンドエフのモノづくりについ

て  

株式会社 

エイチアンドエフ 

取締役 

技術本部長 
中村 一行  

5 

10 福井から発信する最先端のモノづくり  福井鋲螺株式会社  総務部主任  山本 博孝  

24 ビジネスアイデアを生み出す方法  
株式会社ボーダレ

ス・ジャパン  
副社長  鈴木 雅剛  

31 建設業とは？  石黒建設株式会社  
社長室人材

開発部長 
乘京 浩行  

6 

7 福井県 JAグループの取り組み  
ＪＡ（農業協同組

合）福井県中央会  

農政生活部 

次長 
木下 良弘  

21 海の玄関口「敦賀港」と港湾運送  
敦賀海陸運輸 

株式会社  

総務部 

副部長 
村中 寛  

9 

13 
「しごと」をするという事  

お菓子をつくる・もの作りを通じて 
お菓子処 丸岡家  

菓子１級 

技能士 
竹内 健人  

20 
夢は、考えるものではなく、 築く

（気づく）もの  

清川メッキ工業 

株式会社  
専務取締役  清川 卓二  

27 伝統の技を受け継ぎ、次の世代へ  
武生特殊鋼材 

株式会社  

代表取締役 

社長 
河野 通郎  

10 25 鯖江から世界へ、最高の掛け心地を  
株式会社 

シャルマン  

取締役常務 

執行役員 
小林 英弘  

11 

8 警察の情報通信  

警察庁 

中部管区警察局 

福井県情報通信部  

通信庶務課

長  
岡部 宏昭  

15 福井から全国に巣立ったアトム 株式会社アトム  
代表取締役 

社長 
山角 豪  

1 

24 "シアワセのカタチ"を見つけよう 社会福祉法人光道園 事務局次長  伊藤 紫  

31 木製デザイン雑貨ブランド  木製雑貨店 Hacoa  代表取締役  市橋 人士  

2 

7 地域活性化事業プロデュース  株式会社デキタ  代表取締役  時岡 壮太  

21 

よい電子機器はよい電子部品から生

れ、 よい電子部品はよい材料から生

れる 

株式会社 

福井村田製作所  

管理部人事

課 

エキスパー 

奥屋 光照  
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講座の感想（一部） 
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②産業技術探究 

 
 学校設定科目「産業技術探究」は２年生で１単位実施しているが、その内容の一部である課題解決

学習のプロセスや２年時の取り組みを３年の課題研究で継続することも考えられるため、３年の課題

研究も少し取り上げて今年度の実施内容を報告する。 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体

制 

関連法(○印) ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）その他（      ） 

年間の取組内容 実施時期 該当する要素の番

号 

  知財学習の要素 

➀産業講演 課題解決、発表 04 (1) (2) (3)  

 

1.創造 

創造し表現す

る体験 

ﾚ (1)創造性を鍛える 

➁発想演習紙タワー（個人、

グループ）ブレスト、発表 

05 (1) (2) (3) ﾚ (2)情報を利用する能力 

➂知財講演 課題解決、発表 06 (6)～(10) ﾚ (3)発想・技術を表現する能力 

④課題解決学習 06～12 (1)～(4) ﾚ (4)観察力を鍛える 

⑤まとめ、ポスター作成、発

表、講評 

01～02 (2)(3)  (5)技術を体系的に把握する能力 

⑥課題研究 04～01 (3)(4)(7)  

2.保護 

財産として保護

・尊重する意識 

ﾚ (6)商品や社会とのつながりの理解 

➆   ﾚ (7)保護・尊重する意識 

⑧   ﾚ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 

⑨   ﾚ (9)手続の理解  

⑩   3.活用 

社会で活用する

知恵と行動力 

 (10)権利を活用する能力 

⑪    (11)産業や経済との関係性の理解  

⑫   4.知識 

社会制度の理

解 

 (12)制度の学習 

⑬    (13)専門家、資格制度の関する知識 
 

 

 

令和４年度末にお

ける取組目標 

の達成見込 

 
 

A ほぼ達成（9 割以上） 判

断

理

由 

昨年度の学科の枠を取り払うという課題の解決には至っていない。 

年度当初の計画通りに進んでいる。 B 概ね達成（7 割以上） 

C やや不十分(5割以上) 

D あまり達成できていない 

（５割未満） 

実施方法 ■ 全 校 で 実 施   □ 教 科 ・ 学 科 で 実 施   □ 特 別 活 動 で 実 施   □ そ の 他

（                      ） 

本取組の状況 
（なるべく具体的な

数値やコロナ禍で

の取組等を含めて

記載をお願いしま

す） 

・標準テキストを用いた産業財産権制度の学習、発想演習でアイデア創出を身近にとらえる。ブレスト、

発表 

・県の出前講演を依頼し、地域産業の歴史・現状・技術・課題等を知る。課題解決ブレスト、発表 

・特許を有するデザイナーを招聘して知財講演を２回開催し、身近に存在する知財（特許・意匠・商標）に

ついてデザイナー目線も交えた話を聞きながら理解。課題解決ブレスト、発表 

・企業や行政等と連携し、企業や地域の問題点を聞き出し課題解決学習で取り組んだ。 
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最も重

視した

取組又

は成果 

のあった

取組等 

取組番号

[     ] 

成果

内容 
・課題解決学習に対して各自がアイデアを出し合い、おおむね主体的に取り組んでいる。 

生徒・

学生

に見ら

れた

変化 

・知財講演の後に身近な商品や実習等で使っている機械等の高度な技術に興味・関心を増した。 

その

根拠 

・アンケート結果（知財を学ぶ前と比較して）課題解決学習で、課題解決や知財（新しいアイデアを考えた

り、実際の特許などを閲覧したり）に興味を持った。８６％ 

今後の課題 
課題研究への継続に対し苦慮している。（2 年時に課題研究を見させたいので、同時開催を解きたい） 

テーマを自由にしているので工業に全く関係ない内容も出てきた。 

課題への対応 
講演などの全体で活動する場合のみ時間をそろえて、それ以外は揃えないことを検討中 

テーマは絞っていくことを検討中 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（写真 1）発想演習 紙タワー    （写真 2）知財講演       （写真 3）課題解決 発表 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真４）課題研究 ｶｰﾄﾞｹﾞｰﾑ（意匠、著作）       （写真５）課題研究 マスク（知財） 
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（特記すべき取組と成果）課題解決学習の班別取組、課題研究での質問 

 文部科学省指定の地域協働事業の一環として、一昨年度から 2 学年で実施している学校設定科目

「産業技術探究」において、前半は発想演習や県内産業についての講演などを導入部分で行っている。 

今年度は、昨年まで導入と考えていた産業講演や発想演習、知財講演において全て課題を設定し、

班ごとにブレスト、課題解決の話し合い、発表を行うことに担当教員 12人が意見を出し合った。 

メインの課題解決学習では、各自が考えた課題を持ち寄り、班の中で話し合い班として取り組んで

いくテーマを決めた。昨年度好評であった学校全体での発表もすることに決め生徒にも伝えた。今年

も一部でクラスを解いて各クラスから１，２名を選抜し 1 班を構成している。利点としてはそれぞれ

の専門を生かすことができ、アイデアも多岐にわたりやすい。 

課題研究で生徒や教員から質問があり、知財を意識して取

り組んでいることが伺える。 

・アウトドア用品（機械システム科教員：・アウトドア用品

で材料に〇〇したものを〇〇することは新規アイデアになる

のか） 

・市内のくらげ公民館への企画提案で、案内パネルや体験コ

ーナー用グッズ、缶バッジなどを生徒がデザイン、制作する

際に、類似のデザインが存在しないかを確認していた。 

・ＱＲコードを利用したプログラム（情報工学科生徒：さんフェア青森大会で入場をスムーズにする

ためにＱＲコードを使っていた。来年の福井大会に向けて同様なプログラムを作りたいが問題ないの

か） 
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教科・科目 学年 ２年生 単位 1 分類 必須

教科書

副教材

目標

月 単元 時数

４月 発想演習 3

５月 福井県の地場産業 2

６月 知的財産権 2

単位数計 35

評価の方法

備 考

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，地域の産業技術を理解し，探究
の過程を通して，地域産業の諸課題を適切に解決することに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 地域の産業技術について，社会的な意義や役割を人と技術との関わりを踏まえて理解するとともに，関連する
技術や探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。
(2) 地域の産業技術に関する課題を発見し，複合的に事象を捉え，課題を解決するための力を養うとともに創造的
な力を高める。
(3) 地域の産業技術に関する課題に主体的に向き合い，粘り強く考え，広い視野をもつことを目指して自ら学び，地
域産業の発展や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

産業財産権標準テキスト

目標・内容学習内容

年間指導計画

評価規準

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能
探究の過程全体を自ら遂行するための知識及び技能や、課題解決学習にかかわる基本

的な知識を身に付けている。

・多角的・多面的、複合的な視点で事象を捉え、科学的・工業的な課題として設定すること

ができる。

・探究を通して課題を解決するために、多様な価値観や感性を有する人と議論等を通して

多角的・多面的に思考するとともに、探究の過程全体を自ら遂行することができる。

・様々な事象に対して知的好奇心を持って、科学的・工業的に捉えようとしたり、新たな価

値の創造に向けて積極的に挑戦したりしようとする。

・科学的・工業的な課題や事象に徹底的に向き合い考え抜こうとする。

・適宜見通しを立てたり、学習内容を振り返ったりするとともに、新たな疑問を抱き、次につ

なげようとする。

授業中の学習状況、探究ノート、各学期のまとめ、作成したポスター、ポスター発表などの状況から
総合的に判断し、評価する

年間授業時間数：３５時間
一部内容については通常授業外で実施する。

9

・探究結果を分析し考察等を行いポスター

を作成する。

・発表会に向けて発表練習を行う。

・１年間のまとめとともに、連携した地域企

業の方からの講評をいただく。

令和４年度シラバス

外部講師による指導
・知的財産について
・課題について解決を考え発表

・知的財産権について調べる。

・知的財産権について学ぶ。

・知財に関する課題について知る。

・課題解決案を考え発表する。

・紙タワー
個人およびグループで製作・発表

指定された材料を用いて、定められた制限のも

と製作を行う。

アイデアや工夫した点等を発表

外部講師による指導
・繊維産業・眼鏡産業等について
・課題について解決を考え発表

１月
２月
３月

課題解決学習のまとめ

・ポスター作成
・課題解決学習発表会
・地域企業からの審査・講評

・福井県の地場産業について調べる。

・福井県の地場産業とは何かについて学ぶ

・それぞれの特色・課題について知る。

・課題解決案を考え発表する。

工業・産業技術探究

19

６月
７月
９月

１０月
１１月
１２月

課題解決学習

・身の周りの製品や地域の産業などに
ついて実情調査および課題発見・課題
解決
・探究計画の立案
・仮説の設定
・研究の実施
・地域企業との連携

・課題解決学習を始めるにあたって、事前に行

うべき内容について理解し、実施する。

・課題解決学習を探究計画に沿って実施する。

・地域企業と連携したテーマに関しては適宜、

企業の関係者による指導の機会を設定し、研

究の深化・発展を目指す。

・探究テーマに沿った実験や調査を準備・実施

し、その結果をもとに、必要であれば、仮設の再

設定や、研究計画を見直す。

・適宜、指導教員による研究内容の指導を行う
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機械システム科  

１ 

テーマ 屋根付き自転車（自転車置き場）  

内 容 自転車は日常で欠かせない乗り物だが、雨が降っ

ている時や冬の寒い時期になると乗りにくい状況

になる。自転車にも車のような雨除けや風除けが

できれば、天候に左右されずにもっと快適にな

り、そんな要望を叶えたいと考えた。 

生 徒 ４名  

２ 

テーマ 浮く傘～flying umbrella～  

内 容 浮く傘を作ろうと思った理由は、自転車を利用す

るとき、両手が空いていないときなどにあったら

便利だと思った経験があったから。そこで、安心

安全に過ごすために「傘をより使いやすくした

い」と考えた。 

生 徒 ４名  

３ 

テーマ 僕の考えた最強の合羽  

内 容 自転車通学で雨が降ってきたときに合羽を着て登

校をしたら学校についた頃には顔などが濡れてい

ることがあったので絶対に濡れない合羽を作るこ

とにした。 

生 徒 ３名  

４ 

テーマ シワが付きにくい紙  

内 容 折り曲げると折り目がついてしまう「紙」。そん

な大体の紙における欠点の一つを補うような紙を

追及し、『ユポ紙』に行き着いた。 

生 徒 ４名  

５ 

テーマ GPS、顔認証財布  

内 容 この学校では盗難が何件かありそれを防ぐために

ＧＰＳ、顔認証財布を提案した。 

生 徒 ４名  

課題解決学習発表会用ポスター
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６ 

テーマ 空飛ぶ収納ボックス  

内 容 収納ボックスを空に浮かせることで部屋のスペー

スを広く使えるとおもいこのテーマを考えた。 

生 徒 ４名  

７ 

テーマ クロス・マウンテンの両立  

内 容 オフロード性能を備えたクロスバイクを製作する

案の発表 

生 徒 ３名  

８ 

テーマ 自転車のかごから荷物が落ちないように  

内 容 部活動などで荷物が増え荷物が自転車のかごから

落ちるので落ちないようにするために今回のテー

マを考えた。 

生 徒 ３名  

９ 

テーマ 半永久的に書き続けられるシャーペン  

内 容 シャーペンの芯を買いなおす時に買いに行く時間

と労力が無駄に感じると同時に大変苦痛に感じた

から。 

生 徒 ４名  
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化学システム科 

１ 

テーマ 外来生物の影響と解決策  

現在、外来生物が増え続けているため、外来生物の問題点

を調べ、街の豊かさと住み続けられるまちを守るために解

決策を考察する。 

生 徒  ４名 

２ 

テーマ 学校におけるバーコード決済導入の検討  

学校ではキャッシュレス化が進んでいない。時代の流れ

に乗るため、科技高においてのキャッシュレス決済の可否

について調査した。 

 

生 徒  3 名 

３ 

 

テーマ 耕作放棄地の新たな活用の検討 

 

これまで世界では、人口増加に伴い、農地が増加していま

す。 

しかし、日本においては少子高齢化などの影響により、農

家が減少し、耕作放棄地が増加しています。資源を有効に

活用するため新たな活用方法を考察しました。 

 

生 徒 3 名 
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化学システム科 

４ 

テーマ 野良猫・犬の増加による問題と対策の検討 

 

野良猫・犬の増加により、様々な問題が発生している。私

達は、そのような問題に対して各自治体が行っている対策

をまとめ、自分達にできることを考察した。 

生 徒  ３名 

５ 

テーマ いじめについて 

 

 

いじめについてのアンケートやデータを元にいじめの現状

と解決策を考察する。 

生 徒  ４名 

６ 

テーマ 犬・猫殺処分を減少させ隊 

 

捨てられた犬・猫は野良犬・猫となり、やがて殺処分とな

る。それを減少させるため、アプリなどの手段を使って譲

渡経路のさらなる充実を検討した。 
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テキスタイルデザイン科  

１ 

テーマ 肌を気にしているあなたへ 

 

肌で悩んでいる人を少しでも減らしたい。私たち高校生は

ホルモンバランスが乱れがちで皮脂が毛穴に詰まり肌荒れに

なってしまう。またそれが原因でいじめを受けたり、いじら

れたりして塞ぎ込んでしまう人もいる。肌はいつも空気に触

れているので工場や自動車の排気ガス、黄砂、火山の噴火な

どで常に汚染されていると考える。シミやシワを増やす PM

（微小粒子状物質）や老化を速める二酸化炭素、赤み炎症を

引き起こす PAH など汚染された空気が肌に与えるダメージか

ら肌を守るための解決策を提案する。 

生 徒 ４名 

２ 

テーマ ①学校って本当に必要？ ②A社がかかえる問題 

学校の必要性について考えた。きっかけは

コロナで出席

停止になった

時にどうして

学校に行かな

いといけない

か疑問に思っ

た事。取った

アンケートの

結果をもとに

提案する。 

Ａ社から毎年出ている不用品について考え

た。その不用

品の処分費用

は年間で約 30

万円になる。 

そこで学校近

くのリサイク

ル工場で説明

を聴き見学し

解決策を考え 

提案する。 

生 徒 ４名 

３ 

 

テーマ 環境美化～浮気ダメ絶対～ 

 

20 代に多い浮気を少しでもなくすため。このテーマにした

理由は、いじめや虐待については世間で重要視されているの

に浮気については法律で縛りもなくあまり世間で重要視され

ていないため。また、身近にそういった問題について耳にす

ることが多かったから。 

校内の４７０人にアンケート調査し、浮気したことがある人

が３５人、浮気されたことがある人が５９人と、学校の中で

も五人に一人は浮気などの経験があることがわかった。（日

本の浮気率：男性 26.5％、女性 15.2％）この問題をいろい

ろ考えながら解決策を考え提案する。 

生 徒 ５名 
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テキスタイルデザイン科 

４ 

テーマ ハンカチ忘れ防止法 

 

コロナ禍でも日常でもハンカチを持ち歩き使うため。最初

に校内の生徒にハンカチの使用についてアンケートを実施し

た。その結果、校内でハンカチを使用する生徒は男子約 5

割、女子約 7 割、校外では男子約 2 割、女子約 4 割となっ

た。ハンカチの通常の使い方（ズボンなどのポケットやカバ

ンの中にしまう）では却って雑菌が増殖してしまう。 

そこで、コロナ禍以降にもウイルスや細菌などから身を守

るため、ハンカチを使って衛生面の問題を解決するにはどう

したらよいかを提案する。 

生 徒 ５名 

５ 

テーマ 高校の校則がきびしすぎるんだがｗｗｗｗｗ 

 

このテーマを選んだ理由は、学校の規則について不満に思

っている人が多く見られる事と、学校によっての校則の差を

感じたから。 

無くなってほしい校則（科技高２年生編） 

３位 化粧禁止 

２位 スマホ禁止。 

１位 ツーブロックや髪を染めるなどの髪型 

このアンケート結果や、出たいろいろな意見をもとに考え提

案する。 

生 徒 ３名 

６ 

テーマ 何を見て歩いていますか？ 

 

このテーマにした理由は、ながらスマホをして事故にあう

人が多くなってきているから。 

 そこで「ながらスマホのアンケート」を 141 人に行った。

ながらスマホをしたことがある：79％ ない：21％で、とて

も多くの人がながらスマホをしていることがわかった。 

ながらスマホの目的：①SNSとゲーム②地図③時間確認 

物や人にぶつかった経験あり：91.5％ 

電柱にぶつかった 

段差に気づかず転びかけた 

田んぼに落ちた など 

危険がいっぱいのながらスマホの対策法を提案する。 

生 徒 ４名 
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電子電気科  

１ 

テーマ 学校祭の得点板  

内 容 僕達は科技高の学校祭を盛り上げるために、学校祭の得

点板の作成をしようと思います。それにより生徒みんなが

絆を深めより良い学校生活を送れるようになることを、期

待しています。 

生 徒 ５名  

２ 

テーマ 電気の仕事の良さを PRしよー！  

内 容 電気工事士は安定していて生活に欠かせない大切な職業

です。 

しかし人手不足が深刻です。 

せっかくいい仕事なので多くのひとに電気のことを知っ

てもらいたいと思ったからです。 

生 徒 ４名  

３ 

テーマ 影絵で学校を PRする  

内 容 科技高の PR をする上で影絵が新鮮で斬新だと感じた。

本当は校舎にでかい影絵を作りたかったけど ぼやけたの

で、綺麗に写る影絵を考えて、窓に投影した。 

生 徒 ４名  

４ 

テーマ 電工暗記カード  

内 容 第二種電気工事士の筆記試験合格。クラス全員が合格出

来るように考え、電工暗記カードを作成しようと考えた。 

生 徒 ４名  
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５ 

テーマ 学校を PRして知名度をあげる  

内 容 科技高を知ってもらうために SNS を利用した。SNS を利

用することによって色んな人に科技高を知ってもらえると

考えたため PRをすることに決めた。 

生 徒 ４名  

６ 

テーマ 科技高を PRする！  

内 容 この高校には、知名度が足りないと思い、学校の詳細を

書いてあるホームページを変えることによって知名度を上

げようと考えて改善した。 

生 徒 ２名  

７ 

テーマ 科学技術高校の知名度について  

内 容 科学技術高校は他の県立高校より生徒数が少なく頭が悪

いイメージがあるため科学技術高校の PR方法を考えた。 

生 徒 ４名  

８ 

テーマ 学校を良くしよう  

内 容 科技高は、学生からの知名度が低いと思われる。 

その理由を調べ科技高の知名度アップを探って見た。 

生 徒 ５名  
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情報工学科  

１ 

テーマ 電力不足の改善 

 

内 容 
電力不足の改善のため、磁石を使って発電しよ

う！ 

生 徒 ４名 

２ 

テーマ 汚染を減らしてゆくために 

 

内 容 
中で起こっている汚染問題の問題点や解決策につ

いて知ろう。 

生 徒 ５名 

３ 

 

テーマ 廃棄物をなくそう 

 

内 容 

地球温暖化を防止する方法の一つである廃棄物を

減らす活動に着目し具体的な廃棄物の詳細とその

活動方法について学科で学んだことを生かした改

善策を考えた。 

生 徒 ４名 

４ 

テーマ 公共交通機関とデジタル化 

 

内 容 

普段から通学のために使っているバスや電車など

の公共交通機関。それらを使っていて感じた問題

点とその解決策を調べてみた。 

生 徒 ４名 
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情報工学科 

５ 

テーマ ネットの詐欺について 

 

内 容 
情報化される社会で多発する詐欺や乗っ取りにつ

いて被害や対策について考えた。 

生 徒 ３名 

６ 

テーマ 災害援助用ロボット 

 

内 容 

昨今の日本では多くの大災害が起きており、水や

電気、ガスなどのライフラインが止まってしまう

ことがある。その際に、その状況をより詳しく、

より早急に把握し、援助する必要がある。そのた

め人間が入れない際などにロボットに現地の情報

を取得してきてもらうべきと私達は考えた。 

生 徒 ４名 

７ 

テーマ 日本のゲーム産業の現状 

 

内 容 

ゲームは、世界の娯楽として広まっており今や多

くの人がやっている。もしかしたら一家に１台以

上はゲーム機があるかもしれません。そんなゲー

ム産業の現状と沢山の人に触られたことで生まれ

た課題を知ろう。 

生 徒 ６名 

８ 

テーマ 半導体の現状とこれから 

 

内 容 
世界では、慢性的な半導体不足に陥っている。半

導体の現状とこれからについて知ろう。 

生 徒 ３名 
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課題解決学習 

海洋ごみ問題の現状と解決法 ～海洋ゴミの分別法について～ 

 

地域協働生徒実行委員会 

１．はじめに 

  地域協働生徒実行委員会の活動も３年目となり、２年生

５名（ＭＳ科１名、ＣＳ科１名、ＴＤ科２名、ＩＥ科１名）

は今年度をもって委員会活動が終了となる。昨年の課題解

決学習を引き継ぎ、福井の抱える問題点を考え解決する方

法を模索する活動として、今年度は海洋ゴミ問題に着目し

た。来年度の委員会活動はなくなるが、KAGI-Lab 課題研

究での解決を目指し取り組みを行う事となった。 

 

２．実践内容 

  ９月初旬のテーマ選定の際に、福井が抱える問題点の一

つとして「海洋ゴミ」問題に着目した。海洋ごみの探究学

習は他校が先行して行っており、内容が工業目線では無か

ったため、工業を前面に押し出した「ゴミ分別法の調査」

を目標として取り組みを行った。実際に越前海岸でボラン

ティア活動を行っている方から、分別についての情報をお

聞きしたが、硬さや熱による変化などで「なんとなく」判

別していることをお聞きした。そこで実際にゴミを持ち帰

り、熱硬化性樹脂と熱可塑性樹脂に分類し、硬さ試験機による硬度試験、ライターを使った燃焼実

験などを行った。 

 

３．実践成果 

  ２４種類のゴミについて硬さの数値化や燃焼割合などを

測定したが、関連性のある分かれ方にならなかったため分

別に対して結論が出なかった。そこで、ゴミ問題解決法と

して考え付いたことは「海洋ゴミを用いた体験学習で、ゴ

ミを分別する事への啓発活動を行う」である。燃焼実験の

際に、熱硬化性、熱可塑性に限らずすべてのプラスチック

は燃えて溶けることが分かった。そこで簡単な熱処理加工

でキーホルダーが作れないか？と考え、実際にキーホルダ

ーとして製作できるのか実験を行った。結果として熱処理

時の加工でテクニックは必要になったが、比較的簡単にキ

ーホルダーを製作する事は可能だと分かった。時間が無か

ったため、中学生や小学生対象の啓発体験授業を開催する

ことは出来なかったが、来年度に向けて実践内容を精査し

たいと感じた。  
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４．今後の課題 

  海洋ゴミ問題は国連をはじめとした国単位で解決策を模

索する大変大きな問題であり、高校生の課題解決学習とし

て非常に困難な内容であったが、問題の内容を深く調べた

ことでゴミ処理について問題点が多いことが分かった。ま

たゴミの分別策は一つの解決法であり、自分たちで考える

ことが十分できる内容だと感じた。今回のキーホルダー加

工について、コンソーシアム委員の先生方から、熱処理時の臭気や有害ガスについての質問があり、

調べきれていない内容を把握できたため、来年度の KAGI-Lab 課題研究のテーマとして取り組みた

いと感じている。 

 

５．産業技術探究 ポスター発表会 

  学年末に産業技術探究での活動内容をポスターとして製作し発表会を行った。コンソーシアム委

員の先生方や運営指導委員会の先生方をお招きし、来年度課題解決学習に取り組む１年生を対象と

して発表した。海洋ゴミという大きな問題について先生方や１年生から多くの質問を頂き、自分た

ちも新しい気付きを得ることが出来た。今後の研究に役立てたいと感じている。 
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１ 

テーマ  アウトドア用品の製作 

 

内 容 

 趣味のキャンプで使えるアウトドア用品を製作した。 

 実用性や利便性など様々な視点から考えて製作した。

CAD を用いてレーザー加工機でステンレス鋼を切断、木

材加工や溶接機などを使って、①焚き火スタンド②小型

焚き火台③コーヒードリップスタンド④クーラーBOXス

タンド⑤折りたたみテーブルの 5 作品を作った。 

生 徒 ３名 

2 

テーマ  標的交換機用スタンドの製作  

内 容 

福井県立ライフル射撃場にて使用できる標的交換機のスタンド製作を

依頼された。写真の右側が現在使用されている最新式の装置で、着弾点を

光学センサーにて瞬時に判定する電子標的装置というものです。福井国体

時にすべてこのタイプになり従来の紙標的を繰り出すタイプがなくなり

ました。県外多くの会場ではいまだ紙標的の使用をしており、これから県

内選手が他県での大会時に違和感が無いように、旧式となったこの紙標的

タイプの復活を依頼されて製作となりました。 

 軽量なアルミ材でつくろうと計画しましたが着弾の可能性もあるので

丈夫なスチール材としました。 

生 徒 ４名 

3 

テーマ  高さ調節できる足踏み式消毒スタンド  

内 容 

 福井市順化小学校、福井市円山小学校に 1 台ずつ足踏

み式消毒スタンドを贈呈するために製作した。昨年度の

作品は消毒液を入れるボトルの大きさが小さくなるとう

まく使えなかったため、今回は様々なボトルの大きさに

対応できるように押し板部分の高さを調節できるような

ものに変更し、完成させた。順化小学校に贈呈した模様

は新聞掲載され、地域の方に知ってもらうことができた。 

生 徒 ４名 

4 

テーマ  新聞閲覧台の製作 

 

内 容 

義務教育課からの依頼を受け、順化小学校、円山小学

校に新聞閲覧台を贈呈した。小学校を訪問し使用する学

年や、置き場所から新聞閲覧台の形や、材質を考えた。 

土台部分にステンレス材を使用することになり、溶接

が必要となったので、企業連携で隆機工業株式会社の技

術者の方からＴＩＧ溶接機の技術指導を受けた。 

安全に使用できるように角を取ること、見た目が良く

なるようにニスを重ね塗りして仕上げた。 

生 徒 ４名 

③課題研究
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５ 

テーマ  モノコプターの製作 

 内 容 

 昨年の先輩たちの発表の中でラジコンの発表に興味を

持ち無人航空機に抵触しない（総重量１００ｇ未満）実

際に飛行できるモノコプターを作りたいと思い製作し

た。 

モノコプターとは、一枚翼の飛行機のことで、1 枚の

翼自体が本体であり、回転翼の先端に装着された制御装

置と２つのプロペラでコントロールされています。 

翼の形状は、キントラノオ科ホザキサルノオ、「英名：

Helicopter flower」の種子の羽を参考に作成し、総重量

は 1８．６ｇに抑えることができた。 

生 徒 ４名 

６ 

テーマ  野球部のネットフェンスの製作  

内 容 

野球部よりネットフェンス製作の依頼があり、半自動溶

接機を使って配管用鋼管を溶接し、丁寧に２回塗装を行

って、高さ 2ｍ、幅 2ｍのネットフェンスを 3 台製作し

た。 

 野球部の後輩達がこのネットフェンスを活用してく

れるのを願って、一生懸命作った作品。 

生 徒 ４名 

７ 

テーマ  ダンベル台の製作  

 

内 容 

体育科よりトレーニングルームのダンベル等を、整頓す

る棚の依頼があり製作した。 

トレーニング場所のスペースや、ダンベル等のサイズ

測定を行い図面作成し、部品図等から材料を切り出し、 

半自動溶接機を使い溶接し組み立て完成させた。 

生 徒 ４名 

８ 

テーマ  エコデンカーの改良 

 

内 容 

 昨年度で終了したエコデンレースの代わりに、１１月

に行われるエコノパワーｉｎ岐阜にエントリーしたが、

新型コロナウイルス第７波の影響により、東海３県のみ

の参加限定になってしまった。 

そこで、今までの課題を踏まえ、卒業した先輩達が製

作したエコデンカーの改良をした。カウルの流線型化、

ドライバーがより快適に運転できるように、フロント部

の補強とステアリングの改良を行った。 

生 徒 ４名 
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化学システム科   

１ 

テーマ 生分解性プラスチックの作成と活用 

 

 

内 容 

近年プラスチックごみ問題が深刻化し、2050 年には

海洋性プラスチックのごみの重量は魚の重量を超えると

言われている。 

コロナ禍で使用が増加している不織布マスクも、実は

多くのプラスチックを素材で使用しており、昨年はそう

いった課題解決に向けて、『紅茶キノコ』を利用した 

植物由来の『生分解性マスク』を作成した。 

今年度は昨年の研究を引き継ぎ、生分解性マスクの 

改善と、生分解性プラスチックの他の利用法の開拓に 

取り組んだ。 

生 徒 
(出身中) ２名 

2 

テーマ ピンホールカメラの制作及び写真の現像 

 

 

内 容 

カメラが趣味という人は多いが、自らカメラを設計・

制作し、現像まで行っている人は少ない。そこで本研究

では、ピンホールカメラの制作と現像を通して、カメラ

の基本的な構造と現像の仕組みについて学習した。この

一連の操作は、インターネットを参考にしたが、より写

真をうまくとるコツや綺麗な現像方法を自ら考察し、実

験を行った。 

生 徒 
(出身中) ３名 

3 

テーマ 米ぬか×発酵で汚れ落とし 

 

 

内 容 

 日本人の多くはお米を主食としており、私たちの身近

に米ぬかはある。米ぬかには玄米の９割以上の栄養素が

含まれており、米油や飼料、ぬか床など汎用性が高い。 

このように優れた点をもつ米ぬかとアルコール発酵、

酢酸発酵等を組み合わせ、環境汚染の少ない、洗剤をつ

くることができないかを検討した。実際に汚れを落とす

際には、SDGs の取り組みとして苗から育てたヘチマよ

り作成したヘチマたわしを使用した。 

生 徒 
(出身中) ２名 
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化学システム科   

４ 

テーマ 化学創造科をＰＲしよう 

 

 

内 容 

＜再生紙作り＞ 

ＳＤＧｓについて考え、古紙のリサイクルとフードロス

ゼロを目指し、人参の皮を入れた再生紙作りに取り組み、

名刺や学科のパネルを作成した。 

＜出前授業：認定こども園あさかぜ・社中央第二こども園＞ 

「カラフルマジック」「プラ板キーホルダー作り」「空気 

砲」の実験を通して化学の楽しさや面白さを伝えた。 

＜出前授業：進明中学校＞ 

「過酸化水素の分解実験」を体験してもらった。また、 

化学創造科の実習などを紹介して学科の魅力をＰＲした。 

生 徒 
(出身中) ４名 

５ 

テーマ アルマイト 

 

 

内 容 

アルマイトは、アルミニウム表面に陽極酸化皮膜を作る

処理である。人工的にアルミニウム表面に分厚い酸化ア

ルミニウム被膜を作ることにより、アルミニウムの耐食

性・耐摩耗性の向上、および装飾その他の機能の付加を

目的として行われる。 

生 徒 
(出身中) ２名 
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令和 4年度 課題研究（テキスタイルデザイン科）  

１ 

テーマ 福井県をＰＲするデザインを考えよう  

内 容 

福井を PR するための商品開発を各生徒が考えた。 
・かにみそのかんづめ 越前ガニ Ver.福井（カードゲーム） 
・ふくあかり（越前和ろうそく） 
・まるっと！福井シール（シール） 
・福井のことをもっと知って好きになれる絵本（絵本） 
・灯り簪（越前和紙を使用した光るかんざし） 
・いっぺん食べてみ！福井（レターセット） 
北陸新幹線開通に向けて、福井の魅力を伝えられる商品、地場産業を

活用した新たな商品の提案などのアイデアが出された。 
各自のアイデアをコンテストや企業等に提案することが出来ればよ

かったが、考えたものが既存していたり、試作品を制作する過程にまで
至らなかったアイデアもあった。 
アイデアの中でも、「かにみそのかんづめ 越前ガニ Ver.福井」は

福井県総合美術展のデザイン部門に出品し、３D プリンターで制作し
たカニタグなど完成度の高さとユーモア性が評価され、見事知事賞を受
賞することが出来た。 

生 徒 
（出身中） 

６名 

２ 

テーマ 地域と関わること活動の楽しさ・難しさ 
 

 

 

内 容 

 地域連携をテーマに、丹南地区のものづくりの体験型マーケット
「RENEW」への関わりを目標としてスタートしたが実現には至らず。
原因としてこちらのプレゼンがしっかりできたか？そして自分たちが
関わる対象への知識や理解が十分だったか？などが思い 
当たり、生徒の反省点となる。 
 運良く社南地区の公民館と繋がることができ、今回は地域 
について学ぶところから始め、こちらのしたい活動と地区が 
求めているものを幾度もやりとりしながら進める。 
 「至民中マルシェ」での売り上げは、毎年３年実習の販売活動で 
お世話になっている今庄地区が豪雨災害で大きな被害を受け、 
わずかながらでも復興支援に当ててもらいたいということに 
なり、福井駅前のアオハルプロジェクトでの販売活動の売り 
上げと合わせて義援金として寄付することにした。 

生 徒 
（出身中） 

５名 

３ 

テーマ 織物を身近に纏う 
 

 

  

内 容 

織物実習で身に付けた知識や技術を用いて、普段使いできる小物を制
作。８枚綜絖の天秤式の織機を操作することにも挑戦した。 
まず何を作るかを考え、最適なサイズ、糸（綿糸・アクリル糸等）、

配色バランス、柄、織組織（平織・斜文織・朱子織、またこれらを組み
合わせたり新しい組織に挑戦したり）を選定。さらに、それに必要な経
糸・緯糸の長さ、量の計算を２年時に学習した織物設計の知識を用いて
計算した。整経では、計算した必要量の経糸を織機に通していくが、今
までの倍以上の経糸長、経糸本数を通した。新しい組織に挑戦したもの
は、複雑な綜絖の通し方も行った。実際の製織で使用した天秤式織機は
足元にあるレバーを踏むことで綜絖が上下し経糸が開口。その間に緯糸
を通していく作業になるので、手も足も使っての作業に最初は戸惑うこ
ともあった。 

 ３年間の実習の成果を、課題研究を通して発揮することができ、仕
上がった作品も想像以上に素晴らしいものが出来上がった。 

生 徒 
（出身中） 

５名 
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令和４年度 課題研究（テキスタイルデザイン科）  

４ 

テーマ デザインと染色の融合 

 
 

 

内 容 

デザインと染色の融合で何ができるのかをテーマに、布を使った作品作りを行っ

た。まずは、学科名変更に伴い変更が必要な、１年生の教室廊下のタペストリー作

りに取り組んだ。２．３年の廊下の作品を参考に、各学科のテーマカラーを生かし

て、デザインを考えた。最初、各学科のイメージで柄を入れてみたが、大きなタペ

ストリーは、廊下では柄が映えないことが分かり、文字のフォントやサイズなど試

行錯誤した。最終的にシンプルな文字だけの形に落ち着いた。最初に考えた柄は、

体育館用の看板に利用した。看板は、試作の段階で文字を真ん中に配置した所、影

と重なり文字が見にくくなったため、配置を変えてデザインを考え直した。作品を

飾る場所、見え方を考えて作品を作らなければいけないことを学んだ。今回は、柄

をインクジェットプリンターで印刷したので、画面上の色と実際の発色の違いにも

悩まされた。化学繊維の布を利用したため、ヒートカッターを利用し裁断、ミシン

で縫製を行った。 

校内を回り、わかりやすさ、伝わるデザインを念頭に置いて、メンバーで相談し

ながら、3 年間学んだことを生かして製作ができた。 

生 徒 
（出身中） 

２名 

５ 

テーマ くにみクラゲ公民館を盛り上げよう 
 

内 容 

市内のより身近な団体や施設をデザインの力で盛り上げたいと、班の生徒と協議

したとき「くにみクラゲ公民館」に着目した。オープンしたてのクラゲがテーマの

水族館に、科技高生が「グッズのデザイン制作・販売で一役買いたい」という趣旨

を伝えると、協力して頂けることになった。早速現地調査を行い、どのようなもの

を作れるか検討していった。当初はグッズ販売を中心に考えていたが、館長の田中

さんから説明を受ける中で「館内の装飾や体験コーナーの充実」に対してニーズが

あることが分かり、持ち帰って企画書を各自作成。制作では、一人一点を提案する

ことを課題に責任をもって行い、オンラインを含め、二度のプレゼンテーションで

内容をブラッシュアップさせた。例えば、くにみクラゲ公民館のキャラクターデザ

インを行った生徒が 3 人いたが、どの年齢層にも受け入れてもらいやすく、使用し

ていく中で定着が図れる印象の作品が採用され、他の二つは制作者の個人的趣向色

の強いものとしてデザインが蔵入りとなるなど、館長さんとのやり取りの中で相手

側のニーズに合ったものを制作し提供できるようにしていった。最終的には、以下

の物を納品することができた。 

①ＬＥＤテープを使用した大型フォトスポット壁面パネル（約 2.0m×1.5m）1 点 

②ＳＤＧＳを意識し海岸で拾ったシーガラスを小瓶に入れた販売用チャーム 10 点 

③廃棄ビニール傘の骨組みをリユースしたモビールの館内装飾 5 点 

④工作コーナーで活用してもらう制作手順書と工作サンプル 4 点 

（ペットボトルクラゲ・紙皿クラゲ・紙皿さかな・紙皿貝） 

⑤館内滞在時間を充実させるクラゲクイズ 6 問と解答用紙 200 部 

⑥親しみのあるクラゲキャラクターによる 4 コマ漫画 10 作品と缶バッジ 100 個 

昨年度の足羽山動物園に引き続き、生徒のモチベーションを維持させながら取り

組める課題テーマ、取り組み内容とすることができた。 

 

 

 

 

生 徒 
（出身中） 

６名 
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令和４年度 課題研究（電子電気科）  

１ 

テーマ 
地域に還元するものづくり 
～情報発信ものづくり集団～ 

 

  

内 容 

 ２年生の産業技術探究時に出た『電子電気科に人が入

ってこない』という問題に対し，課題研究で『魅力発信』

にフォーカスをあて，活動しました。 

 『キーホルダの製作と配付』，『ボランティア活動（コ

ンセントづくり・体験入学）』，『ＳＮＳでの情報発信』に

取組み，活動を通して地域の方々とたくさん触れ合うこ

とができました。科学技術高校や電子電気科の魅力（活

動や行事）を伝えることができてよかったです。 

生 徒 ４名 

２ 

テーマ 
地域協働魅力発信 Project 

～今庄小学校新聞台製作～ 

 

内 容 

昨年の課題研究である「今庄小学校栃ノ木伝承

Project」での繋がりから，NIE 教育のため新聞閲覧台を

作って欲しいという依頼を直接いただき，昨年度からの

活動を引き継ぐ形で新聞閲覧台を製作しました。 

小学校全体が木造のモダンな造りなので，印象やイメ

ージを壊さないようデザインし，材質をパイン材，金属

などを使わず，児童の安全を第一に考えました。また，

新聞に親しみを持ってもらう工夫として，読み終わると

閲覧台にかわいい恐竜が見えるようレーザーで刻印し，

デザインデータはＴＤ科と協働して製作しました。 

生 徒 ５名 

３ 

テーマ 工作室大改造 劇的ビフォーアフター 

 

 

 

内 容 

 工作室には，多くの機械や木・鉄・電線等の材料が置

かれており，「機械が密集して使いづらい」「材料が無造

作に置かれていて取り出しづらい・いらない」等の意見

がありました。そこで，私たちの班は「作業しやすい工

作室にしよう」を目標に工作室の改造に取組みました。 

 材料の仕分け・撤去や機械の配置を変える等の作業は

自分たちの班だけではとても追いつかず，他の班の協力

を得ました。その協力もあり，作業しやすい工作室を作

り上げることができました。 

生 徒 ５名 
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令和４年度 課題研究（電子電気科）  

４ 

テーマ 3D LED キューブの製作  

内 容 

 本校に見学に訪れる中学生に対して、電子電気科を PR

するために、３D LED キューブを製作した。LED の数が

8×8×８の直方体になるように 512 個を半田付けするの

は、忍耐力を必要とした。LED の点灯は、ひらがなで「で

んしでんきか」と表示するようにプログラムした。外国製

のプログラムソフトを使うのが大変だった。完成した映像

は、文字を横に流して表示したり、回転させたり興味を持

って見てもらえるように工夫した。実際に、本校を訪れた

中学生に見てもらうことができてよかった。 

生 徒 ６名 

５ 

テーマ BSO カウントボードの製作 

 

 

 

内 容 

 BSO カウントボードとは野球の試合で「ボール」「スト

ライク」「アウト」のカウントを選手や観客に伝えるために

使われるボードです。先輩たちが作ったボードは各小中高

の野球チームで使用されています。今年度も 1 台少年野球

チームへ納入予定です。 

 カラー白熱レフランプが製造中止なので，市販のＬＥＤ

球を使って製作しました。電気配線はもとより，金属加工・

木材加工・各種塗装など様々な工程を経ることで，ものづ

くりを通しての総合的な学習になりました。 

生 徒 ６名 

６ 

テーマ 北陸新幹線福井開業カウントダウンボードの製作 

 

 

内 容 

2024 年春，北陸新幹線が福井まで延伸します。福井開

業にむけて，世間の機運も盛り上がってきています。私た

ちとしても，新幹線開業の広報活動をお手伝いできたらと

思い，福井市と相談させていただきました。その結果，市

役所１F ホールに『カウントダウンボード』を設置させて

いただくことになりました。 

この作品の製作を通して，少しでも市の広報や発展に貢

献することができたら嬉しく思います。 

生 徒 ６名 
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令和 4年度 課題研究（情報工学科）  

１ 

テーマ 自作「アニメーション作り」 

 

内 容 

 自分たちで作った画像をソフトウェアを使って滑らか

につなぎ、アニメーションの原画のようなものを作る。

いちからソフトの使い方を勉強するのと、実際にどのよ

うにしてアニメーションがどのようにして作られている

のかを実際に体験することでさまざまなスキルを手にす

ること、アニメーション制作を経験することで普段見て

いるものがどのようにできているか知る。 

生 徒 4 名 

2 

テーマ 自作ジェットエンジンを作ろう！ 

 

内 容 

「youtube」でジェットエンジンを製作している動画に

興味があり、自作のジェットエンジンを製作しました。

エンジンを製作するには、様々な部品に特徴がありまし

た。そのため、１から必要な部品を探し出し、部品に関

する知識を深めました。また、自立する足場を製作しま

した。 

生 徒 4 名 

3 

テーマ 夜の街並みのアニメーション  

 

 

 

 

 
内 容 

現在、映画などでは３DCG が多く使われていて、自分

たちでアニメーションを作りたいと思い、自分たちが想

像する夜の街並みのアニメーションを製作しました。 

製作には、3DCG の Blender というソフトを使用しま

した。実習で学んだ製作手順、操作方法を活かして、１

人は人(キャラクター)、2 人は背景で役割分担をして、製

作しました。 

生 徒 3 名 

4 

テーマ Blender で３DCG 

 

内 容 

 昔にも増して聞くようになった、３DCG という言葉に

とても興味を持ち、Blender を用いて 3DCG オブジェク

トからアニメーションまで制作した。 

 まずは、様々なサイトや動画を参考に日本文化を制作

した。その後、今までの経験を活かし自分たちの力だけ

で個人制作としてポケモンのアニメーションを制作し

た。 

生 徒 2 名 

5 

テーマ GAS と QR コードを用いた出席確認 

 

内 容 

 様々な行事での受付が紙で行われているためこれを電

子化することによって効率化を図ることにした。 

QR コードを読みとってそのデータをもとにスプレッ

ドシートに情報を書き込むプログラムの作成と Google 

Form から入力されたデータに対して出席確認用 QR コ

ードを生成する。 

生 徒 2 名 
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令和 4年度 課題研究（情報工学科）  

6 

テーマ 大物 VTuber になるために  

 

内 容 

 VTuber になるためのキャラクター製作や動画編集技

術を学ぶ。VTuber には、キャラクターを作成するアイ

デア力、見たくなるような動画編集の技術力を学ぶ必要

がありました。そのため様々な編集ソフトに触れソフト

ごとの特性を見抜き強みを生かす技術を身に着けた。 

生 徒 4 名 

7 

テーマ 
ハンドルコントローラーを用いた 

カーレースゲーム 

 

内 容 

 Unity を使いカーレースゲームの製作と、ハンドルコン

トローラーのアクセルとブレーキの製作を行いました。 

カーレースゲームを作るには、プログラムや車などが必

要だったため、unity の操作などを一から学んでいき、オ

ープンソース等などを用いながら作成していきました。 

アクセル、ブレーキを作るには、木の板やねじなどが必

要だったため、自分たちで素材をそろえ、何度も試行錯

誤しながら作成していきました。 

生 徒 3 名 

8 

テーマ 最高・最大の野球盤!! 

 

内 容 

 私たちは、ボードゲームと野球が好きということから

野球盤を製作しようと思いました。最高・最大の野球盤

ということもあり特に大きさ(縦横長さ)やオリジナリテ

ィにこだわりました。自分たちで１からしっかりと分か

らないところは調べたりして設計・工作に取り組んでき

ました。時には上手くいったり、時には思うようにいか

なかったりしたこともあったけれど各自の役割をしっか

りと果たすことができました。 

生 徒 2 名 

9 

テーマ 無料編集ソフトを使って動画制作 

 

内 容 

 動画編集ソフトが多数みられるようになった現代で、

無料で使用することのできる DaVinci Resolve を使い動

画を編集・作成し、動画編集の基礎やソフトの使い方を

習得する。 

また、voicevox を用いて、科学技術高校の各学科の特徴

や実習の内容を説明するナレーションをつけたプロモー

ションビデオを製作する。 

 

生 徒 2 名 
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令和 4年度 課題研究（情報工学科）  

10 

テーマ 小学生向けクイズゲームを作る 
 

内 容 

 Unity を使い、各自、都道府県クイズを作りました。ゲ

ームを作成するために、今まで学習した以上のプログラ

ミングを学ぶ必要がありました。何度も試行錯誤をして、

ゲームをプレイする児童が飽きないような工夫をしまし

た。作ったゲームを小学生にプレイしてもらうことによ

り、児童の知識・勉強に対する意欲の向上を目的として

います。 

生 徒 2 名 

11 

テーマ After Effects による動画制作 

 

内 容 

 Adobe After Effects を使用してキネティックタイポ

グラフィという作品を制作した。After Effects にある

様々なエフェクトを用いて音楽や歌詞から、どのエフェ

クトを使用するかイメージし、作品を彩った。エフェク

トだけでなく、シェイプレイヤー,テキストアニメーショ

ンなどを用いることでより作品が魅力的なものになっ

た。 

生 徒 2 名 

12 

テーマ  イラストアニメーション 

 

内 容 

普段何気なく見ているアニメーションの制作側に興味が

あったので研究テーマにしました。 

アニメーションにも色々種類がありますが、一人でも時

間を見つけてできるイラストアニメーションにしまし

た。書いていてどのような動きをすれば滑らかなアニメ

ーションに見えるかが分かったと思う。 

生 徒 1 名 

13 

テーマ Linux でファイルサーバー構築 

 

内 容 

これまでに得た PC に関する知識を何らかの形にした

いと思い、DOS/V 機を用いたサーバー構築を研究テーマ

としました。 

様々な種類の Linux がある中で、メジャーであり情報も

多い Ubuntu をサーバー＆クライアントの OS にした。

構築する中で Linux に関する新たな知識を得ることがで

き、また同時にサーバー構築の難しさを実感することが

できた。 

 

生 徒 1 名 
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④課題研究発表会 

  日 時   令和5年1月31日（火）5～6限 

  場 所   全学年 教室 ZOOM視聴  3年各科代表者 メディアホール  

  日 程  ・開会のことば・校長先生挨拶          （13:20） 

       ・各科課題研究発表 （メディアホールから配信） （13:35～14:40） 

（発表順：機械システム科→ 情報工学科→ 化学システム科 

→ 電子電気科→ テキスタイルデザイン科） 

  ・投票                     （14:40～14:50） 

・各科全テーマの課題研究ＶＴＲ視聴       （14:50～15:00） 

・審査（校長・教頭・指導主事・全生徒）  

・指導主事講評・閉会の言葉・諸連絡       （15:00～15:10） 

学 科 課題研究テーマと内容 発表者 

機械 
システム

科 

機械システム科の魅力を地域に発信しよう！ 
～新聞閲覧台・足踏み式消毒スタンドの製作～ 

私たちは学科の魅力を地域に発信したいと考え、今回の
活動に取り組み、小学校に新聞閲覧台、足踏み式消毒スタ
ンドを製作し、贈呈しました。 

学科で学んだ技術だけでなく、企業連携で隆機工業株式
会社の技術者の方からTIG溶接機の技術指導を受け、新聞閲
覧台の製作でその技術を活用した。 

 

生徒 
8名 

化学 
システム

科 

生分解性プラスチックの作成と活用 
 コロナ禍で使用が増加している不織布マスクも、実は多
くのプラスチックを素材で使用している。昨年はそういっ
た課題解決に向けて、『紅茶キノコ』を利用した植物由来の
『生分解性マスク』を作成した。 

今年度は昨年の研究を引き継ぎ、生分解性マスクの改善
と、生分解性プラスチックの他の利用法の開拓に取り組ん
だ。 

 

生徒 
2名 

テキス 
タイル 

デザイン
科 

地域と関わる活動の面白さと難しさ 

年度初めに「地域協働」のテーマで集まった班の取り組
みの1年間の記録です。 地域連携をテーマに、丹南地区の
ものづくりの体験型マーケット「RENEW」への関わりを目標
としてスタートしたが実現には至らず。 

運良く社南地区の公民館と繋がることができ、前回のプ
レゼンの反省を踏まえ「至民中マルシェ」での販売活動ま
で至ることが出来た経過報告をします。 

 

生徒 
5名 

電子 
電気 
科 

北陸新幹線福井開業カウントダウンボードの製作 
2024年春、北陸新幹線が福井まで延伸します。福井開業

にむけて、世間の機運も盛り上がってきています。私たち
としても、新幹線開業の広報活動をお手伝いできたらと思
い、福井市と相談させていただきました。その結果、市役
所１Fホールに『カウントダウンボード』を設置させていた
だくことになりました。 

この作品の製作を通して、少しでも市の広報や発展に貢
献することができたら嬉しく思います。 

 

生徒 
6名 

情報 
工学 
科 

Blenderで3DCG 
昔にも増して聞くようになった、3DCGという言葉にとて

も興味を持ち、Blenderを用いて3DCGオブジェクトからア
ニメーションまで制作した。 
 まずは、様々なサイトや動画を参考に日本文化を制作し
た。その後、今までの経験を活かし自分たちの力だけで個
人制作としてポケモンのアニメーションを制作した。 

 

生徒 
2 名 
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各学科の課題研究テーマ 

 

 

学  科 研 究 テ ー マ 

機械システム科 

・アウトドア用品の製作 

・標的交換機用スタンドの作製 

・高さ調節できる足踏み式消毒スタンド 

・新聞閲覧台の製作 

・モノコプターの製作 

・野球部ネットフェンスの製作 

・ダンベル台の製作 

・エコデンカーの改良 

化学システム科 

・生分解性プラスチックの作成と活用 

・ピンホールカメラの制作及び写真の現像 

・米ぬか×発酵で汚れ落とし 

・化学創造科をＰＲしよう 

・アルマイト 

テキスタイル 

デザイン科 

・ＴＤの学びを地域で生かす 

・くにみクラゲ公民館を盛り上げよう 

・テキスタイルのデザイン・制作（織りを主とする） 

・テキスタイルのデザイン・制作（染色を主とする） 

・福井県をＰＲするデザインを考えよう 

電子電気科 

・地域に還元するものづくり～情報発信ものづくり集団～ 

・地域魅力発信project～今庄小学校新聞台製作～ 

・工作室改造 

・３D LEDキューブの製作 

・BSOカウントボードの製作 

・北陸新幹線福井開業カウントダウンボードの製作 

情報工学科 

・自作「アニメーション作り」 

・自作ジェットエンジンを作ろう！ 

・夜の街並みのアニメーション 

・Blenderで３DCG 

・GASとQRコードを用いた出席確認 

・大物VTuberになるために 

・ハンドルコントローラーを用いたカーレースゲーム 

・最高・最大の野球盤!! 

・無料編集ソフトを使って動画制作 

・小学生向けクイズゲームを作る 

・After Effectsによる動画制作 

・イラストアニメーション 

・Linuxでファイルサーバー構築 
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⑤KAGI－Lab 地域協働 

 

 

新聞閲覧台・足踏み式消毒スタンドの製作  
機械システム科生徒 8 名 

近藤 慎克 赤堀 壮平（機械システム科） 

（１）製作の目的 

 地域協働事業が開始された年から、本学科は地域とつながり、製作物を贈呈してきた。初年度は、

福井市豊小学校に新聞閲覧台、2 年目は福井市社中央第 2 こども園に幼児用足踏み式消毒スタンド

の製作をした。どちらも新聞記事に掲載され、魅力発信をすることができた。今年度も、①学科の

魅力を地域に発信すること、②機械システム科で学んだことを生かしてものづくりをする③新しい

技術を学び製作に生かす。 

この３つの目的を達成するために活動を行った。 

 

（２）今年度の取り組み・製作物について 

１．新聞閲覧台の形状、大きさの選定 

 製作にあたり、新聞閲覧台の形状、大きさを選定するために、

インターネットを用いて調査したところ、木材が用いられている

ものが多くあり、形状も据え置き型や、キャスター付き移動型な

どさまざまな種類がある。また、児童が使うので形や大きさ、場

所を知る必要があるので、実際に小学校を訪問し、意見を伺った

（図１）。順化小学校では、新聞閲覧台を 4 年生から 6 年生が使う

廊下に設置する。また、児童が多く通る廊下での使用となるので

角を丸めてほしいと要望があった。このようなことから、高さは

小学校 4 年生の平均身長から 1150 ㎜、廊下に置くのでキャスターを付け、土台をステンレスとし、

容易に動かせるようにした。円山小学校では、図書館司書の方から指定の形状をいただいた。全校

児童が使用することを考慮し、小学校 1 年生の平均身長から高さ９３０㎜した。 

２．新聞閲覧台の製作  

①企業連携 

 新聞閲覧台は木材加工のグループと、ステンレス材溶接のグループに分

け加工に取り組んだ（図２）。ステンレス材溶接は、溶接継手の強度が高く

なる、Tig 溶接を使用した。しかし、Tig 溶接は、本学科のカリキュラムに

は無く、製作のために技術を学ぶ必要があった。そこでステンレス溶接を

行っている地元企業である隆機工業株式会社に講師を依頼し、９月に２日

間に渡って 4 時間直接指導していただいた。短期間であるが、新聞閲覧台

の足回りを溶接するのに必要な知識と技術を磨いた。慣れない作業に生徒

は苦戦していたが、完成に向けて試行錯誤しながらの作業となった。 

②木材加工 

 円山小学校からいただいた資料から、土台、天板を作成した。今回集成材を使用したので、天板

を作成するときは、入念にニス塗をして、きれいに見せることを心掛けた。初めは、ムラがあり全

体にニスが塗れなかったが、回数を重ねていくうちにきれいに塗ることができた。ニスを塗り、や

すりを掛けまた重ねてのニス塗りを繰り返すことでとてもきれいに塗ることができた。その後新聞

を止める機構を作る際、どのような機構が良いか生徒自らが考え、作製することができた。 

図１ 

図２ 
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③ステンレス材溶接 

隆機工業株式会社より技術指導をいただいた後、ステンレス

材の角パイプを用いて土台作りを行った。生徒は溶接技術を学

んだものの、溶接を用いた製作は初めてなので、溶接によるひ

ずみを考慮しながら製作を行った。3 軸すべての軸に対して垂

直を取らないといけないというところが大変だった。その後、

溶接部をグラインダーとやすりで仕上げた。溶接焼けした部分

はなかなか取れなかったので、グラインダーや薬品を使用し見

た目が良くなるように仕上げた（図３）。 

 

（３）足踏み式消毒スタンド 

①噴射口から地面までの高さ 

材質は木材の中でも加工しやすい SPF 材と白木材を使用した。使用者が幼児であることから足踏み

ペダルは 80 ㎜×185 ㎜×20 ㎜（縦×横×厚み）と踏みやすい大きさとした。またアルコール消毒の

噴射口の高さは小学 1 年生の平均身長から 900 ㎜とした。 

②昨年度との変更点 

１.様々なボトルに対応できるように 

 消毒ポンプのボトルは小さいものは 500ml、大きいものは 1000ml ま

であり幅広い。昨年度は 1000ml のボトルサイズに合わせ押し板の位置

を設定した。またネジで固定してしまったので、それ以外の大きさの

ボトルに対応できない。今年度は様々なボトルに対応できるように押

し板と踏み板を抑える支柱に工夫を施すことにした。押し板に穴を空

け、そこにボルトを入れ、踏み板を抑える支柱に長穴加工を施した。 

これを組み合わせ、だれでも簡単に調節ができるようなつくりとした。 

２．見栄えを重視した作品へ 

消毒スタンドの試作を行い、強度、高さなど問題なく使用することが確認できたため、寄贈品の

制作に進んだ。児童が怪我しないように入念なやすりがけを行い、よりよいものを仕上げた。すべ

ての加工が完了し、組み立てをした。その際、取り付ける部分のねじを、見栄えを良くするために

穴を埋めた。埋めただけだと凸凹ができるのでやすりでならすことによって綺麗にし、見栄えにこ

だわった。最後に、がたつきがないかと確認し、完成させた（図４）。 

 

（４）まとめ 

今回製作した作品は、福井市順化小学校、福井市円山小

学校に 1 台ずつ寄贈した。そのうち順化小学校は贈呈して

いる模様を取材していただき、新聞掲載され、本校の魅力

を地域に発信することができたと感じており、生徒も大き

な達成感を得ることができた（図５）。 

課題研究の限られた時間で試行錯誤し、その都度出てく

る課題を生徒が主体的に考え活動したことにより、作品を

製作することができた。また、同じ目標に向かって一つの

ものを完成させることは、生徒の経験値を上げることに繋

がっており、今後の社会生活でも必要なスキルであると確信している。 

今後については今回を通して得られた成果を次の世代へと繋げ、新しい技術が先代の技術の上に

成り立ち、より発展させていく流れを作り上げる事が重要だと感じている。 

図３ 

図４ 

図５ 
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化学創造科をＰＲしよう 

 

化学システム科課題研究班４名 

  木本 晴代（化学システム科・化学創造科） 

 

１．はじめに 

 平成 29 年からはじめた出前授業は幼児向け中心に取り組んできたが、学科名の変更や定員割れの

状況の一助になればと昨年度から近隣の中学２年生を対象に実施している。 

今年はテーマ設定の段階で、母校のこども園や中学校に行くことで、成長した姿を見てもらえる

よい機会となるのではないかと考えた。出前授業の交渉も生徒本人が行い、その際に名刺も必要に

なることから手作りの名刺を作成することになった。 

 

２．ＳＤＧｓに取り組む 

 生徒は１年生から環境問題やＳＤＧｓの授業に取り組んでいる。課題研究では、習得した知識を

活かして実際にものづくりを通してＰＲできないかとアイディアを出し合った。そこで、古紙のリ

サイクルとフードロスゼロを目指して、にんじんの皮を入れた再生紙を作ることにした。まず、Ａ

４サイズの再生紙を作り名刺を作成した。出前授業のお願いに伺うときに用いることでＰＲするこ

とができ、実際お渡しした方から面白い取り組みだと評価していただいた。また、外部の方と名刺

交換される校長先生の名刺も作成して、本校の取り組みの一つとしてＰＲに一役買っていただいた。 

さらにＡ１サイズを作製した。書道の先生に「化学創造科」と揮毫していただき、パネルにして

廊下の２か所に掲示することで、在校生や来校者にＰＲできるものができた。古紙もにんじんの皮

のどちらも普段なら捨てられてしまうものである。捨てていた物に価値が生まれ、活用方法に気づ

けたのはよかったのではないかと思う。 
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３．出前授業 

日時：令和４年１１月３０日（水）５～６限 

場所：進明中学校  

対象：第２学年４０名 

参加生徒：課題研究班 ４名 

 

母校の中学校で学科の魅力を伝え、生徒が日頃から取り組んでいる課題研究に興味・関心を持ってもら

い、出前授業を通して中学生と高校生の交流を深めることを目的として取り組んだ。 

 課題研究の発表として、「過酸化水素の分解実験」を行った。過酸化水素水に台所用洗剤を混ぜ、

飽和ヨウ化カリウム溶液を加えると反応して酸素が発生する。その酸素が泡となって吹き出す実験

である。同じ１Ｌの容量で、形状が違う４種類の器具（メスシリンダー・平底フラスコ・三角フラ

スコ・メスフラスコ）のうち、どの器具が一番高く泡が飛ぶかをクイズ形式で出題して実演実験を

行った。メスフラスコの形状がよいとわかったところで、色を３種類準備し、中学生に実際に体験

してもらい、カラフルな泡が身長よりも高く上がると会場内に歓声があがった。 

また、化学創造科に科名が変更になったので、学科の特徴や実習の様子を理解してもらえるよう

なパワーポイントを作成し、学科のＰＲができた。 

 

 

 

 

  

 

 

 

４．まとめ 

今年度はＳＤＧｓにも取り組み、出前授業と関連させることができた。これまでの取り組みを活かし、さら

に魅力発信できるこのような活動は今後も継続していきたい。 

そして、出前授業をした中学校から本科を受験したいと考える中学生が増えることを願いたい。 
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地域と関わる活動の面白さと難しさ 

テキスタイルデザイン科生徒５名 

吉田 直樹（テキスタイルデザイン科） 

●この課題研究班について 

 今年度デザイン科の課題研究は、３年生 24 人が５つの班に分かれ、うち２班が校外との連携をテ

ーマにスタートした。一つは「くにみクラゲ公民館」のグッズのデザイン制作。もう一つは今回の

発表である「RENEW 班」である。公民館班の方が計画や規模、内容でまとまりのある取り組みでは

あるが、研究発表の準備時点でまさに納品直前の追い込み段階であることから、「RENEW 班」の発表

となった。 

●RENEW について 

 丹南地区は漆器･陶器･木工芸･打刃物･和紙の伝統工芸とメガネ･繊維の地場産業などの産地が半

径 10km 圏内に集中している全国でも珍しいエリアである。これらの伝統工芸や産業は京都や石川な

どメジャーな産地に挟まれて久しく活気がない状態である。一方、2004 年の福井豪雨がきっかけで、

自治体の後押しもあり若者の移住や起業が増え、徐々に活気が出てきていることも現状としてある。 

「ものづくりの体験型マーケット」の RENEW もその一例で、県内の 7 産業の工房や企業が期間中開

放され、見学や商品の購入、体験など地域のものづくりに直に触れることができるイベントである。 

●「RENEW」班について 

 アンテナを張った若者や同業者には浸透しているこのイベントも今年で７年目だが、県民全体や

高校生以下となるとまだまだ知名度は低いように思われる。事実本校での産業技術探究で伝統工芸

をテーマにした発表では、生徒は「高齢化」、「後継者不足」という従来のイメージで捉え、発表し

た生徒自身が「それでも興味が持てなかった」という感想を述べていたことでも理解できる。 

 「RENEW」班では、自分たちが関わることで、 

 ・自分たちが「現在の」伝統工芸を知るきっかけとなる。 

 ・自分たちが情報を発信することで、高校生への興味の広がりが期待できないか。 

 ・実習で制作したものを販売することで、「RENEW」に携わる者の裾野の拡がりとはならないか。 

と考えた。 

●RENEW 事務局との想いの相違 

 班では、商品の製作や販売、学校での実習

の紹介や体験コーナーなどブレインストーミ

ングやＫＪ法で案をまとめ、事務局との顔合

わせに臨んだつもりであったが、次に繋がる

ような話には至らず、手ごたえを感じないま

ま帰校。後日、イベント当日に関わることは

難しいという返答をもらった。 

 参加自体で頓挫するとは思ってもいなかっ

ただけに、班のメンバーのショックは大きか

ったが、次に同じ轍を踏まないように振り返ってみた。 

 ・販売したい商品を(初見の時点で)具体的に提示し、質や完成度をプレゼンすべきだった。 

 ・会場での販売スペース(抽選で有料)の確保は競争率が高く、高校生が入る余地がなかった。 

 ・我々が参加することで RENEW（伝統工芸や地場産業）にどんなメリットがあるか？ 

 なぜ「そこ」で、なぜ「それ」を、なぜ「こうしたい」のかに答える準備と、それを相手に伝え

るプレゼン力、そのどちらも顔合せの時点ではできていなかった、などの反省点が出た。４月いっ

ぱいかけて話し合ったつもりでいたが、指導する側も生徒も「高校生だから」という甘えがあった

かもしれない。 
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●社南公民館と繋がる

 ５月に入り RENEW に変わる活動を話し合った。たまたま班のメンバーが、中学校時代から社南公

民館と関わり、現在もイベント運営スタッフであることから公民館職員の吉垣優美氏と繋がること

が出来た。今回は先輩の課研パネルや製作した製品などを持参し、学校や科の取り組みを具体的に

理解してもらえるよう努め、結果複数のイベントにデザインや販売で参加させてもらえることにな

った。 

 中でも至民中学校を会場に 11 月に催される『至民中マルシェ』は、時期的にも時間をかけて計画

的に進めていけるものだった。 

●社南地区 

 本校のある社西地区から南東に位置し、自然と商業施設と住宅地がバランスよく配置され、神社

や公園も多く住みやすいことから、福井市にある 48 地区の中で４番目に人口の多いエリア。市内で

は有数の大豆の産地でもあるが、生産者の高齢化でうまく PR 出来ていない、ということも公民館と

の話で知り、課題研究で関わるヒントにも感じた。 

●様々な制作を経て 

 ７月の納涼祭や９月のキャンドルアートイベント「ゆめあかり」のチラシ制作では、実行委員や

運営スタッフなどの当事者の要求を盛り込み選考してもらうことで、

独りよがりではなく相手が求めており且つ解りやすいことを意識し、

デザイン制作を経験できたことは大きい。8 月の体験入学では参加記

念の「ものさし」を作ることにし、ここでも対象となる中学生を意識

して、受験まで筆箱に入れてもらいたいというコンセプトの元、５人

それぞれがデザインすることができた。 

●至民中マルシェ 

 ２学期になりマルシェに向けての準備を始めた。「抜染の手拭い」の販売をメインに計画したこと

から、木綿の晒を一度染めてから模様や絵になる部分を白く抜く工程で 50 枚準備した。担当色を決

め、販売時に５色並べて誘目性を高める狙いや、地区を意識して

「しみん」や「やしろみなみ」の文字を入れた模様など考えた。 

 マルシェ当日は生憎の雨だったが会場は中学生や地域住民で賑

わい、本校のブースでも質問や購入など福井駅前での実習販売の

時以上にアットホームな印象で、進んで出前販売する者もいた。 

肌寒い１日だったが、準備した手ぬぐいはほとんど完売するこ

とができた。 

なお、今回の売り上げは、毎年実習の販売でお世話になってい

る今庄地区が、夏の豪雨で大きな被害を受けた事から、福井駅前

で実習作品を販売した際の売り上げ

と合わせ、全額寄付させていただく

こととした。 

●活動を終えて 

 予定と違い年間を通じての大きな

取り組みとはならなかった分、失敗

からの学びが次の取り組みに繋がっ

たように思う。Trial＆Error の一例

として読まれる方の参考になれば幸

いである。  
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「くにみクラゲ公民館を盛り上げよう」プロジェクト           

テキスタイルデザイン科課題研究６名 

瀧波 寛侍（テキスタイルデザイン科） 

1.はじめに 

課題研究の授業では地元の施設等とタイアップし、本学科生徒が身に付けたデザインの力を活か

して、微力ながら相手方を応援できるような実践を行っている。昨年度は福井市内の「足羽山動物

園」でグッズ開発・販売を行い、売上金を寄付して施設に役立つことができた。生徒には馴染みの

ある施設であることに加え、題材が「動物」ということもあり、最後

まで興味関心を高く維持しながら取り組みを終えることができた。今

年度、足羽山動物園に並ぶような、生徒が関わってみたいと思える地

元の施設・団体はないかと担当生徒と協議したとき、開館したての「く

にみクラゲ公民館」はどうかというアイデアが生まれた。早速連絡を

取りこちらの趣旨を伝えると、前向きに協力して頂けることとなった。 
 

2. くにみクラゲ公民館訪問とニーズの把握 

昨年４月にオープンした「くにみクラゲ公民館」はかつての国見

公民館を再活用してできた、福井市越前海岸沿いにある「クラゲ」

がテーマの小さな水族館である。手作り感のある館内には暗室で照

明が工夫されたクラゲ展示、地元で採れる魚の水槽、親子で楽しめ

る体験工作コーナーなど開設されている。まずは、自分たちがどの

ようなものをデザインできるのか情報を得るために現地訪問した。 

今年度も昨年と同様に、クラゲなどをモチーフにしたグッズ制作を行い、販売の売り上げを寄付

する形で先方に貢献できればと考えていた。しかし館長からの話を聞く中で、物品販売では新商品

を必要としておらず、体験コーナーやフォトスポットを充実させ「来客の滞在時間をできるだけ長

くして満足感をリピーターに繋げたい」というニーズがあることが分かった。やはり現地取材では、

先方のニーズを明確に捉え、制作の方向性を定めることが重要と感じた。 
 

3.制作内容とその展開 

現地調査後、生徒と写真で館内や展示された生物、水槽、POP 表示

など振り返り、ニーズに沿って制作できる物の意見を出し合い企画書

を作成した。その後、一人一点を提案することを課題に責任をもって

制作を行い、オンラインを含め二度の館長へのプレゼンテーションで

内容をブラッシュアップさせた。その内容は三つで、 

①体験コーナーの充実 ②館内装飾（フォトスポット） ③販売グッズ に分類した。 

 

① 体験コーナーの充実 

 クラゲ水族館では展示数が少なくリピーターを増やすためにも「楽

しかった。また来たい。」と思わせる仕掛けが必要だ。体験コーナーで

はセルフサービスで楽しめる簡単な塗り絵や、親子で楽しめる工作セ

ットが置いてあったが、まだまだ充実度に改善の余地があった。 

 海の生物の工作などを動画サイトで参考にして、小学校低学年の児

童でも理解できる手順書や試作品を６種類作成したが、カッターやグ

ルーガンなど怪我や火傷の原因を含まない手順書が２セット採用された。 

 またクラゲクイズを作成し、館内での滞在時間を伸ばせるようにした。問題を 10 問準備し内容を

館長に監修してもらうと「小さい子どもには内容が難しく、問題数も多い」と改善が必要だった。

現地調査 

タイアップ先の協議 

企画書 

工作セットと手順書 
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利用者のターゲット層が広いので、パネル内容を理解されやすくするには、ふりがなを打ち、文章

を短くするなど、子どもの目線で修正に取り組むことは良いデザインの学習となった。 

 昨年度、缶バッジメーカーを購入したのでクラゲのキャラク

ターを設定して缶バッジを作り、販売することを計画した。３

人の生徒が三様のキャラクターをデザインしたが、採用された

のは親しみが感じ取れ、定着しやすそうなもの一点であった。

不採用の二点は、中高生が好みそうな嗜好に寄ったもので、作

成した生徒は「使われないなら、もっと早く言って欲しかった」

と嘆いていたが、第三者の館長からの評価だからこそ受け入れ

られたのではと感じた。自分にとって良いものは、ニーズに照

らすと必ずしもそうではなく、採用されないことで客観的な視

点を持つ大切さを学ぶ機会とできた。採用された万人受けしそ

うなキャラクターの缶バッジは、販売せず、同じキャラクター

の４コマ漫画も作り、同封のパッケージにまとめてクラゲクイ

ズの参加賞として配布することにした。 
 

②館内装飾（フォトスポット） 

 昨年度の取組みで意識できなかった SDGS の視点を持ち、館内を楽しくする

装飾を作れないかと考えた結果、廃棄される傘の骨組みを再利用し「モビー

ル」を制作した。天井から吊り下げられ揺れるモビールの「重り」には、環

境保護を想起してもらえればと、食後の貝殻やシーガラスを用いた。 

 昨今、SNS に映える写真を投稿するために、人気フォトスポットには集客

が見込まれる。それを期待し LED 照明テープを利用した大型パネルを作成し

た。担当生徒は、図案については集客できるほどの内容には深められなかったが、素材の扱いが不

慣れなので電子電気科や化学創造科の先生にアドバイスを頂きに行き、材料も融通して頂くなど交

渉を上手く行っていた。快く柔軟に対応して下さった先生方に感謝申し上げたい。 
 

③販売グッズ 

 レーザー加工機でベニヤ材をカットしたコースターや、透明な UV レジンを型

に入れて小さな貝を固めたものをアクセサリーとして販売することを考案して

いたが、商品としての仕上がりや耐久性に課題が残った。結局「ただよう小瓶」

と名付けたシーガラスの欠片を小瓶に入れたチャームを唯一商品化した。グッ

ズ販売コーナーにはプロの作家が作ったストラップやアクセサリーが並ぶ中で、

クオリティを確保した売れる商品を提供するのは難しいことだった。 
 

4.まとめ 

 地域の施設と協働して行う課題研究を二年続けて行うことができたが、動物園やクラゲ水族館な

ど、生徒が取り組みのモチベーションを維持できるタイアップ先を確保できたことは、有難かった。

また昨年度から科長が陰ながら課題研究の活動を手伝ってくれており、大型のパネルの組み立て設

置など、二人体制の指導が制作内容の充実に繋がっている。クラゲ公民館館長も教育活動へ理解の

ある協力的な方だったことも幸いして、こちらのニーズから離れたデザインであっても、生徒が理

解しやすく客観視できる講評をくださり、デザインの実践的な取り組みができたことはとても良か

った。担当生徒も、「クライアントが求めるものを生み出すのが大変でしたが、アイデアを沢山出す

ことによって自分の想像力を養うことができました」「自分以外の為にキャラクターを考えて描くの

は貴重な体験になりました」など振り返りのワークシートに記入していた。 

上：採用キャラクター 下：不採用 

大型 LED パネル 

商品化した小瓶 
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電子電気科・テキスタイルデザイン科 魅力発信型合同課題研究 

「レーザー加工機を利用した今庄小学校新聞閲覧台の製作」 

～ＮＩＥ教育推進校への新聞閲覧台寄贈に向けて～ 

   柳谷 陽昭（電子電気科） 

 

１．はじめに 

昨年の KAGI-Lab 課題研究「今庄栃ノ木伝承プロジェクト」において、今庄小学校へ出向き体

験型学習「トチノキ定規の製作」や「卒業モニュメントの製作」を行った際に、今庄小学校か

ら「新聞閲覧台」を作ってほしいという要望を頂いた。今庄小学校は 2022 年より NIE（Newspaper 

in Education）教育の実践指定校となっており、色々な場面で新聞を活用されている事をお聞

きした。特に新聞を読む事に慣れていない小学生が、読みやすく興味がそそられるような新聞

閲覧台が欲しい、しかし小学生向けに販売されているものはほとんどないという事もお聞きし、

可能ならば作ってほしいという要望だった。地域協働という事業の中で、地域から求められる

人材育成を推進している科学技術高校として断る理由もなく、また科学技術高校のものづくり

技術を魅力発信として多くの方に知っていただく機会を頂いたと感じ、今年度の KAGI-Lab 課題

研究として活動することとなった。 

 

２．今庄小学校での調査 

   今庄小学校は地域の小学生たちの「いえ」のように計画され設計された、木造建築の温かみ

を感じる小学校である。屋内も木材を前面に押し出したモダンな造りとなっており、新聞閲覧

台を製作するにあたり工業的な金属が似合わない事がわかった。木材を使うにしても、校内の

雰囲気に合わせる必要があり、小学校内を記録しすでに設置されていた新聞閲覧台のサイズを

計測することで、雰囲気にあった違和感のない新聞閲覧台を製作する事にした。 

  

メディアセンター（図書室）前の新聞ひろばに設置することも決まっていたため、設置可能な

サイズの計測や、小学生がどのような感じで新聞を読んでいるのかを調査し設計を行った。製

作するサイズや設置位置が分かり、2 台の閲覧台を製作する事とした。設計は 2DCAD を利用し、

ミリ単位での細かい設計を行った。特に天板を斜めに設置し、子供目線で新聞の見やすさなど

を計算する必要があったが、CAD の特性を生かし角度計算や穴位置の計算などはすべて PC 側で

行えた。 

３．木材加工 

   製作するにあたって木材の選定から始める事となった。当初コンパネ材などを使う事も考え

ていたが、小学校の雰囲気に合わない、特に表面加工があまり綺麗ではなく表面研磨をしたと

してもささくれで小学生が怪我をすることも考えられたため、傷はつきやすいが柔らかく、温

かみのあるパイン材を利用することとなった。購入したパイン材は定尺寸法 2ｍ×1ｍのサイズ

で届けられ、設計図に基づきカットする寸法線を書き込みカットを行った。カットは専用機器
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である大型のパネルソーを利用し、精度よくカットを行った。また、角部分の丸め加工にはジ

グソーを利用し磨き上げ、子供の触れる場所には角が無いよう心掛けた。同じように組み立て

を行う際には木工用のコースレッドを利用したが、金属が触れることが無いようダボ穴加工を

行い、木ダボを打ち込むことで安全面に配慮した。 

４．レーザー加工による刻印作業 

   小学生の新聞に対する興味関心を高めるための工夫について考えたが、色を塗ることやデザ

インに凝った形状などはすぐに飽きることや木材の良さを強調できないと考え、天板表面に刻

印を行うことを考えた。新聞を読み終わると刻印された絵が見え、メッセージ性のある絵が見

えることで、新聞をめくる行動や読んでみようという興味を高める方法とした。天板のイラス

トは本校のテキスタイルデザイン科へ依頼した。数多くのイラスト案が提示され製作班全員で

選別を行った。小学生が喜びそうな図柄であり、新聞を読みたくなる図案というイメージで考

え、全ての図案が魅力的ではあったが 4 枚の図案を選別しレーザー加工作業のためのデータ化

処理を行った。 

  手書きの図案はスキャニングしてデータ化を行い、ライントレース処理をすることでレーザー

加工ができるデータとなる。新聞閲覧台の天板は見開きの新聞サイズとなるため、レーザー加

工機本体で刻印をするにはワークエリアに入りきらなかった。そのため加工機本体をいったん

分解し、天板を機械に差し込む形で加工を行う作業となったが、工業学科ならではの分解工程

を生徒に経験させられたのは大変良かった。天板にはレーザー刻印時に発生するガスやヤニが

付着しないよう、マスキングテープで保護処理を行い刻印を行った。天板 1 枚に図柄が 2 枚使

用され精度の高い刻印設定としたため 1 枚の製作には 5 時間程度かかることになり、2 台分の

天板で約 10 時間の刻印作業となった。刻印後はマスキング保護材を剥がし、表面を研磨するこ

とで図柄が浮き出るような工夫を凝らした。 
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５．組立と仕上げ 

   加工の終わった部品は組み立てを行い、形を整える作業となる。特に木材は湿気や温度で歪

むので、組立後に全体のバランスや段差などがないかを確認し、磨き作業を丁寧に行った。ま

た床の設置面はフェルトを貼り傷つき防止加工を施し、余った材料で新聞を掛ける台も製作し

閲覧台下部に差し込める工夫をした。常に子供が触れることを着眼点として作業を行ったこと

で、単純な組立作業で終わることはなく、実際に触れて手触りの感触や滑らかさなどを確認し

ながらの作業となった。表面保護としてニス材を複数回塗り込み完成とした。完成までは大変

な時間がかかってしまったが、完成した品質はとても良いと感じることが出来た。しかし時間

と効率を考えると作業工程に問題がなかったかが次年度の課題だと感じた。   

 

６．今庄小学校への寄贈 

   完成後は無事に今庄小学校へ寄贈することが出来た。今庄小学校では寄贈式を開催していた

だき、小学５，６年生が私たちを出迎えてくれた。除幕式の際には歓声が響き、「かわいい」「す

ごい」と喜んでいる様子が分かった。製作班生徒代表挨拶では「楽しく新聞を読んでください」

と伝え、今庄小学校代表挨拶では「大事に使わせていただきます。ありがとうございます」と

お礼の言葉を頂くことが出来た。この様子は新聞紙面で紹介され、広く県民に伝える事が出来

たため、地域協働と本校の魅力発信を同時に行えたと実感できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．終わりに 

   今庄小学校での寄贈式を終えた後、今庄小学校校長よりお礼の言葉を頂き、「来年度もお願い

できますか？」というお言葉もいただいた。来年度に向けての依頼は新聞ひろばの整備であり、

生徒が座るベンチの製作や、生徒が集まりやすい環境を考えることだという。昨年度の今庄栃

ノ木伝承プロジェクトから繋がりが生まれ、地域から工業高校の技術が必要とされているとい

う実感を得ることが出来た。また生徒たちの意識も変化し、「２年生に伝えます。後輩が引き継

ぎますのでよろしくお願いいたします」という生徒自身の言葉で依頼を快諾した。KAGI-Lab の

地域との繋がり、地域に学び地域に還元するものづくりの実践が動き始めたと感じることが出

来た課題研究となった。この繋がりが新しい繋がりを生みだし、地域協働事業が意義ある形で

引き継がれるよう努力したい。 
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わくわくプログラミング教室 

                                 情報工学科 生徒 11 名 

 

１．はじめに 

本年度は昨年度の地域と協働できる KAGI－Lab 活動についての結果を踏まえて、コロナ感染

に影響を受けないような行事の実施計画を考えた。昨年度は地域へ参加してイベントに行く予

定であったものも含めて、再考し行事で人気があったわくわくプログラミング教室を引き続き

継続することになった。この活動は３年生と２年生のグループが協力して一緒に行う。昨今、

地域へ出ていき活動がしにくい中、福井市内の小学校の児童に予約制で本校に来てもらえる児

童を対象に実施できることから、双方が安心して取り組むことができる活動となる。 

また、将来にわたり小学校にプログラム教育が必須となるということで、少しでもプログラ

ムの面白さがわかってくれる児童が増えることを目的とした。 

もちろん、参加する KAGI-Lab 活動グループの生徒たちにとっては、情報工学科おいてこれま

でに学んだプログラムの技術や発表会を通して身に付いたコミュニケーション力を生かせる機

会となる。地域と協働する活動の一翼を担ってくれることを期待して開催２年目になった。今

後もこの行事をなど地域との協働する機会を考えていきたい。 

 

２．わくわくプログラミング教室 

昨年度、情報工学科３年生と２年生が、１１月に２回この教室を KAGI-Lab 活動として実施した。

この参加者のうち２年生が３年生として講習会の中心となり運営を行うことになった。今年度

も３年生は、２年生へのレクチャをはじめ「わくわくプログラミング教室」の内容などを再検

討することとなった。昨年度は、２時間であった講習会の時間も大幅時間延長となり、午前中

３時間という長丁場の講習会を昨年同様２回に分けて行うことにした。高校生だけの指導によ

る小学生対象の教室である。 

１回目は、昨年の進行の仕方をもとに、「小学生に分かりやすく、楽しく、３時間も飽きさせ

ることなく、プログラムをすることを教えるために」どうしようかという課題を３年生が中心

にアイデアを出し合うことになった。興味を持つためには、持続して楽しさを味わうためには、

小学生一人一人にスタッフがついて対応するこ

とが一番良いのではということで、昨年度より

スタッフの人数を多くした。学んでもらう内容

は、キーボードの入力ゲームでキーの列を知っ

てもらうことから始まり、LED ランプを点けた

り消したり変化が目で見てわかることとか、LED

ランプを点けたり消したり変化が目で見てわか

ることとかゲーム感覚のものを作ってみて、実

際に表示して結果が見れることが楽しく飽きる

ことなくできることがわかったようである。 

教えた KAGU-Lab 活動の生徒たちも３時間と

いう時間を教え切って満足した様子であった。             

２回目は、前回のおさらいということで LED

ランプがついたらすぐにキーを押す反射ゲーム

みたいなものを作って興味を持ってもらうこと

を最初に考えた。 
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その後、カムロボットというモータと

ichigojam 搭載の小型ロボットをプログラムを

使って動作させようといった内容で３時間行う

ことにした。 

最後は「科技高ミニロボコン大会」と称し、

カムロボットが障害物を交わしながら、スター

トからゴールまで動かすプログラムを児童が作

成する内容となった。何度もコースを走らせ、

児童が１時間程度で達成することを目標に構成

を考え指導する内容を考えていたようである。  

流れは「前回の内容のおさらいをする。ロボット

を動かすのだから、ゲームではない何か興味を引く

内容にする。せっかくだから、ちょっとだけプログ

ラムの流れを学んでもらおうか」という目標で臨み

ました。  

どうしたら楽しめるかという課題は３年生が中心にアイデアを出し合うことになった。テキス

ト作成からパワーポイントによる説明を作成し準備万端で当日を迎えた。 

講習会の最後は参加者が一斉にスタートし、ゴールをめざす競争で大いに盛り上がり２回目

が終了となった。  

 

３．まとめ 

 新型コロナウィルス感染症の影響が長引く中、課題研究の時間や放課後の部活動の時間を

利用して、身につけたプログラムの技術を小学生たちに伝えられた。 

また、３年生が中心になり後輩の２年生に講習を行いプログラムの技術を身につけてもら

い、来年度以降も地域との協働行事として活動できるようになった。来年度は、この２年生

が KAGI-Lab 活動の中心となり、小学生や地域での活動に参加し継続できるように協働の輪を

つなげていきたい。 
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第４章 カリキュラムマネジメント推進体制 

 

第１回コンソーシアム全体会 

 

１ 日 時  令和４年５月２３日（月） １５：１０～１７：００ 

２ 場 所  福井県立科学技術高等学校 メディアホール  

３ 内 容  

（１）あいさつ（校長） 

（２）出席者紹介（教頭）                       敬称略 

福井大学 田上 秀一 福井工業大学 谷垣 宏一 

福井県機械工業協同組合 中山 浩行 ＩＴＯＭＯ 澤田 真介 

福井県電業協会 西村 綾仁 NPO法人今庄旅籠塾 細川 治 

福井市商工労働部商工振興課 山口 秀明 福井県中学校長会 坂田 雄一 

社西公民館 酒井 雄一 福井県産業労働部労働政策課 山口 晋司 

高校教育課 参事 大正 公丹子 高校教育課 主任 山下 桂司 

カリキュラム開発等専門家 北村 泰生 校長 藤枝 徹 

教頭 服部 常義 事務局長 今村 典宏 

機械システム科長 横田 真範 化学システム科長 山田 博丈 

テキスタイルデザイン科長 川端 正英 電子電気科長 進士 禎政 

情報工学科長 寺内 徹 生徒実行委員会担当 柳谷 陽昭 

生徒実行委員会担当 中村 元 生徒実行委員会担当 西川 毅 

  事務局 大橋 昂耀 

（３）事業説明  本年度の取組みについて（事務局長） 

（４）生徒実行委員会説明 

分科会による質疑応答・意見交換（３分科会） 

「産業技術探究から課題研究へ」福井を盛り上げる協働テーマとは 

（５）全体会による質疑応答・意見交換 

§全体会による意見交換の内容について 

・３年生はしっかり意見が出ており、２年生はまだそこまでだった。この後どのように成長して

いくのか楽しみです。（福井大） 

・生徒が地域の課題について取り組んでいるという印象を受け感服しました。（福工大） 

・福井の魅力・北陸新幹線の話題が出ましたが、このような話が高校生から出たのが驚きまし

た。（機械工業協同組合） 

・自分たちのテーマを作りこんでいっていると思い感心しましたが、問題定義に対する解決案の

見方が甘いかなと思いました。難しくなくてよいので新たな視点を持ち、キャッチ―な答えを

見つけていってほしいです。（ITOMO） 

・課題の抽出は身近なものから抽出すればよいのでは。また、現地に足を運ぶことが一番大切で

はないか（電業協会） 

・協働テーマですが、大変大きいテーマで取っつきにくいのではと感じました。（NPO） 

・課題を与えられて、解決をしていくということで一生懸命取り組んでいると感じました。（商

工振興課） 

・新たなものを作り出すのではなく既存のものをどうマイナーチェンジしていくか、少しでも手

助けできることを高校生の視点から考えていくことから始めるのが良いかなと思います。（中

学校長会） 

・商品を作る前に事実確認から始め、売れたらなぜ売れたのか、なぜ売れなかったのかを調査す

ることが大事だと思います。（公民館） 

・悩んだ過程が、学びの経験だと思うので、成果が出なくてもその学びの経緯を見せていただき

たいと思います。（労働政策課）  
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第１回運営指導委員会 

 

１ 日 時  令和４年６月２３日（木） １５：００～１６：３０ 

２ 場 所  福井県立科学技術高等学校 第一視聴覚室 

３ 内 容  （１）あいさつ（校長、高校教育課） 

（２）出席者紹介（教頭）                   敬称略 

福井大学ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ 大久保 貢 福井県工業技術センター 後藤 基浩 

福井県職業能力開発協会 平林 達也 元工業高等学校長 荒川 義弘 

福井市光陽中学校長 真弓 淳 高校教育課 参事 大正 公丹子 

高校教育課 主任 山下 桂司 カリキュラム開発等専門家 北村 泰生 

校長 藤枝 徹 教頭 服部 常義 

事務局長 今村 典宏 図書庶務部長(評価分析･報告書) 向井 ひろみ 

機械システム科長(学科長代表) 横田 真範 産業技術探究代表 川端 正英 

  事務局 大橋 昂耀 

（３）事業説明 

    ①令和４年度の取組みについて（令和３年度報告）（事務局長） 

        ②学校設定科目「産業技術探究」について（産業技術探究代表） 

    ③評価分析について（評価分析） 

（４）各委員より指導・助言 意見交換 

§意見交換の内容について 

・産業技術探究の内容について具体的なことがあれば教えてほしい。（福井大） 

・３年生は課題研究発表会、産業技術探究発表どちらもするのか。（福井大） 

・現場見学会は授業の単元と関連した内容の場所なのか、違うのか。（福井大） 

・足羽山プロジェクトの準備段階から販売まで見学しましたが、販売時は商品が完売し、すごい

ことをやっていると思いました。また、ジュニアマイスター制度の意義を企業・大学側にPRす

ると良いと思う。（福井大） 

・ルーブリックを分析した結果である円グラフを見ましたが、これはルーブリック表のABCDに対

応しており、生徒の満足度が増えたという認識でよろしいでしょうか。（元校長） 

・高校ではインターンシップと就職の関係性はどのようになっていますか。以前はインターンシ

ップと就職を関連させてはいけないとなっていたと思います。（元校長） 

・ルーブリック評価の結果は生徒の自己評価だと思うが、教員の生徒評価にも同じような傾向が

あるのか。また、産業技術探究のカリキュラムのどのような部分が生徒の自己評価をあげてい

るのか（職能協会） 

・ルーブリック表において他者との関係という項目中でコミュニケーション能力とプレゼンテー

ション能力、協調性を一緒に評価していますが、このメリットは。（福井大） 

・工業高校生はプレゼンテーション能力が低いかなと思いますが、この取り組みでプレゼンテー

ション能力が上がったことをどのように見ればよいのか分からない。（福井大） 

・文部科学省が言っている多面的な評価（ルーブリック、パフォーマンス評価、ポートフォリ

オ）の内二つで評価しているので素晴らしいなと感じました。（福井大） 

・１年、２年と学年が進むにつれて主体性や自発性を評価しましたが、カリキュラムを開拓して

いく中でどのようなカリキュラムでどのようなテーマを学ぶと生徒の自己評価が上がるのか見

えてきていますか。（職能協会） 

・１年目、２年目の分析結果から、先生方の方法論やそれに基づいて生徒に提供するカリキュラ

ムの質の違いを意識するようなことがありましたか。（職能協会） 

・産業技術探究の難しいところはテーマの設定でしょうか。何かプリントや課題等で工夫されて

いるのでしょうか。（福井大） 

・２年生と３年生ディスカッションする場はあるのでしょうか。（職能協会） 

・中学生と高校生がディスカッションを行うことにより、志願者確保のため科学技術高校のアピ

ールをしたらどうでしょうか。（福井大） 

・20年前と比べ、福井の工業高校と全国の工業高校での課題研究の差が少しずつ縮まっており、

入ってきた学生も上位にいるので自信を持ってほしいです。（福井大） 
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第２回コンソーシアム全体会 

 

１ 日 時  令和５年１月３１日（火） １５：１０～１６：００ 

２ 場 所  福井県立科学技術高等学校 ３階 第一視聴覚室 

３ 内 容  （１）あいさつ（校長） 

（２）出席者紹介（教頭）                 敬称略 

福井大学 田上 秀一 福井工業大学 谷垣 宏一 

福井県機械工業協同組合 浅井 滋 福井県電業協会 西村 綾仁 

NPO法人今庄旅籠塾 細川 治 福井市商工労働部商工振興課 山口 秀明 

社西公民館 酒井 雄一 福井県産業労働部労働政策課 山口 晋司 

高校教育課 参事 大正 公丹子 高校教育課 主任 山下 桂司 

カリキュラム開発等専門家 北村 泰生 校長 藤枝 徹 

教頭 服部 常義 事務局長 今村 典宏 

機械システム科長 横田 真範 化学システム科長 山田 博丈 

テキスタイルデザイン科長 川端 正英 電子電気科長 進士 禎政 

情報工学科長 寺内 徹 事務局 大橋 昂耀 

    （３）事業説明 

         実践校の取組みについて（事務局長） 

       （４）全体会による質疑応答、意見交換 

§全体会による意見交換の内容について 

・人のつながりができたことは大きいと思う。引き続きこの取り組みを継続し、成長していくこ

とを期待している。（福井大） 

・開発目標の３つが達成されたのは生徒から見て取れる。ルーブリック評価にも改善が見られた

のが素晴らしいと感じた。（福井工大） 

・近年は個の時代と言われますが、組織あっての個だと思います。高校生が学校で仲間たちと課

題を作り解決する学習ができることは有意義だと感じた。（機械工業協同組合） 

・科ごとの得意分野をコラボすると良いのではと感じました。（電業協会） 

・テキスタイルデザイン科が今庄地区に関わってくれたおかげで地域が少しずつ変わってきた。

学科横断的にものづくりができるとより良いのではないかと感じた。（NPO） 

・「高校生が自発的に考えやりたいことをやる」をテーマに事業化したものがアオハル事業であ

る。その子たちが売上金をこの場で渡しており感激した。地域のことを自分事のように考える

生徒が教育現場を通して成長してくることは非常に嬉しい。（商工振興課） 

・科学技術高校の生徒が課題研究を通して人の役に立ち、自信がついた姿を見て非常に嬉しい。

（公民館） 

・悩みながら成長していく過程が伝わり素晴らしい取り組みだと感じた。生徒たちが社会に出て

活躍する上で、他校にない基礎力・適応力を身に付けたことが成果だと感じた。（労働政策課） 

 

第２回運営指導委員会 

 

１ 日 時  令和５年２月２４日（金） １５：１５ ～ １６：３０ 

２ 場 所  福井県立科学技術高等学校 ３階 第一視聴覚室 

３ 内 容  

（１）あいさつ （校長、高校教育課） 

（２）事業報告 

     実践校の取組みについて（事務局長）  

（３）指導・助言 意見交換 

出席者（敬称略）  

福井大学ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ 大久保 貢 福井県工業技術センター 後藤 基浩 

福井県職業能力開発協会 平林 達也 高校教育課 参事 大正 公丹子 

高校教育課 主任 山下 桂司 カリキュラム開発等専門家 北村 泰生 

校長 藤枝 徹 教頭 服部 常義 

事務局長 今村 典宏 機械システム科長(学科長代表) 横田 真範 

産業技術探究代表 川端 正英 事務局 大橋 昂耀 
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§意見交換の内容について 

・今後は探究学習を進める上で、生徒からの質問を受け付ける接続機関を作っていただきたい。

ポートフォリオに関しては、すべての項目で右肩上がりとなり、素晴らしい取り組みだと感じ

た。さらに就職後や進学後の追跡調査をして、この事業がどのような効果をもたらしたのか知

りたいと感じた。大学に進学するにあたり、この活動が基礎学力にどう影響するのか知りた

い。教員は、生徒が失敗を恐れない環境づくりをしてほしい。失敗に対して、どのようにアプ

ローチしたかが重要である。（福井大） 

・ジュニアマイスターをもっと大学側にアピールしてほしい。（福井大） 

・素晴らしい教育だと感じた。地域と自分の学習をつなげることは、福井県の産業の発展におい

て重要である。成長されていることが、発表を通して実感できた。今後も続けていってほし

い。教員も意識を高め、共に学習していくと相乗効果が生まれるのではないかと感じた。（工

業技術センター） 

・TD科の足羽山動物園、クラゲ公民館のプロジェクト両方行かせていただいた。素晴らしかっ

た。しかし、教員が疲弊していると感じる。（福井大） 

・県としてサポートするような予算はされているのか。（福井大） 

・福井県は探究活動に力をいれている。普通高校だけでなく産業高校にも予算を使っていただき

たい。（福井大） 

・ものづくりマイスターの1年ごとの派遣は可能なため、各学校には積極的に利用してほしい。

大会等で良い成績を収めることは、指導した職人も非常に嬉しい。職人にも結果を報告してい

ただけることで、職人にも高い意識が生まれる。私としてもメディアで取り上げてもらうこと

で職人の意識向上を図りたい。科学技術高校で取り組まれたことを、県の職業高校でどのよう

に共有するつもりなのか知りたい。（職能協会） 

 

 

 

 

校内の組織体制 

地域協働推進委員会 

校長 カリキュラム開発専門家 

教頭 教務主任 

生徒指導主事 進路指導主事 

保健主事 図書庶務主事 

機械システム科 主任（学科代表） 化学システム科 主任 

ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ科 主任（産業技術探究代表) 電子電気科 主任 

情報工学科 主任 事務局 

 

地域協働推進事業・評価分析チーム 

◎向井ひろみ(国語) 田中洋恵（社会） 松本拓也（数学） 武田 樹（理科） 

西尾 康弘（英語） 阪本京子（家庭） 山田幸代（芸術） 近藤慎克（機シス） 

西川 毅（化シス） 吉田直樹（テキデ） 中村 元（電電） 志茂英泉（情報） 

 

地域協働生徒実行委員会 

生徒会組織（委員会） 各クラスから１名選出 
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第５章 分析と今後の方向性 

 

令和４年度２年生 ルーブリック評価表による評価 

松本 拓也（数学科） 

 

Ⅰ．はじめに 

 今年度の地域協働事業の評価は，昨年度と同じルーブリック評価表を用いている。これは、昨年

と同じ評価表を用いて評価をすることで、生徒の成長の度合いを見えやすいようにするためである。

これから２年生の今年度と昨年度の評価結果を比較することで、１年間を通して生徒がどのように

成長しているかを検証していきたい。 

 

Ⅱ．分析と考察 

 ルーブリック評価表は、個人の力（その１～その３）、他者との関係（その１～その４）、社会へ

の貢献（その１～その２）の３観点９要素で構成されている。これらの項目について、生徒は１年

の終わりに自己評価（Ａ～Ｄ）をしている。今から、今年度（R4）と昨年度（R3）の評価結果を棒

グラフで表したもの（縦軸の単位は人数）を見比べて分析していく。そして、昨年度に課題として

設定した４点（① 観点「社会への貢献」においてＡ・Ｂ評価の割合を増加させること、② Ｄ評価

の生徒が、次年度以降の評価をＣ評価以上となるよう働きかけること、③ 学年間のつながりの強化、

④ 評価が前年度より低下した生徒への継続した支援）を考察する。 

 

Ⅱ-１：個人の力 

個人の力（その１）では「地域の生産工場や経営者・技術者

の講義等を通して、自身はどのように取り組んだか」を生徒が

自己評価している。Ａ評価は【地域の産業について十分に理解

し、自ら進んで学習することができた】、Ｂ評価は【産業探求の

授業等を通し、地域の産業について理解を深めることができ、

積極的に活用することができた】、Ｃ評価は【地域の産業につい

て理解することができた】、Ｄ評価は【見学や講義には参加した

が、自らの知識を生かすことなく、積極的に活動することもな

かった】である。 

R3 では１１％あったＤ評価が、R4 では４％に減少し、ほとんどの生徒がＣ評価以上をつけた。ま

た R3 で多かったＣ評価が大きく減少し、その分 R4 のＡ・Ｂ評価が合計２６％増加した。 

 

個人の力（その２）では「地域の産業を活性化させるため、

自身はどのように取り組んだか」を生徒が自己評価している。

Ａ評価は【体験活動へ積極的に参加したり、資格取得に尽力

したりする態度を身につけることができた】、Ｂ評価は【体験

活動や資格取得について、可能な限り取り組み、努力を重ね

ることができた】、Ｃ評価は【体験活動や資格の取得について

は、必要性のあるもののみ取り組みことができた】、Ｄ評価は

【見学や講義には参加したが、自らの知識を生かすことなく、

積極的に活動することもなかった】である。 
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 R3 よりも R4 の方がＢ評価・Ｃ評価・Ｄ評価をつけた生徒の数は、それぞれ若干減り、その分Ａ

評価の数が増加している（８％増加）。 

 

 個人の力（その３）では「ポートフォリオを活用し、自身

の行動を振り返り、どのように活動したか」を生徒が自己評

価している。Ａ評価は【自らに問いを立てることができた。

また、常識にとらわれない発想や多面的に物事を捉える視点

を身につけることができ、新しい価値を見出すことができた】、

Ｂ評価は【ポートフォリオを活用して、課題に自ら問いを立

て、体験活動や資格試験等の学習から得た知識や技能をもと

にして、新しい価値を見出すことができた】、Ｃ評価は【体験

活動や資格試験等の学習から得た知識や技能を関連付けて、

自分独自の考えを生み出すことができた】、Ｄ評価は【課題や自分の経験に疑問を見つけたが、問い

につなげることはなかった】であった。 

 R3 では２８％あったＤ評価が、R4 では９％となり、大きく減少した。また、Ａ評価・Ｂ評価をつ

けた生徒の割合も R4 はそれぞれ増加した（Ａ評価８％増、Ｂ評価５％増）。 

 

Ⅱ-２：他者との関係 

 他者との関係（その１）では「同じ学習グループのメンバー

と、どのように意見を交わし活動したか」を生徒が自己評価し

ている。Ａ評価は【同じ学習グループのメンバーの発言に関連

付けながら発言したり、質問したりする等、意見の相互作用を

生かした議論をすることができた】、Ｂ評価は【同じ学習グルー

プのメンバーの発表に対して、共感的な態度で聞いたり、自分

の意見を述べたりすることができた】、Ｃ評価は【自分の意見を

述べることができた】、Ｄ評価は【ほとんどの場合で話し合いに

参加することはなかった】であった。 

 R3 では１８％あったＤ評価が、R4 では６％となり、大きく減

少した。また、Ａ評価・Ｂ評価をつけた生徒の割合も R4 はそれぞれ増加した（Ａ評価９％増、Ｂ評

価８％増）。 

 

 

他者との関係（その２）では「同じグループのメンバーと学

習を進める中で、自分自身はどのように行動したか」を生徒が

自己評価している。Ａ評価は【同じ学習グループのメンバーが

補助を必要としている際に、他のメンバー全員で解決していく

よう促すことができた】、Ｂ評価は【自分の役割を果たそうとし、

必要に応じ学習グループのメンバーの補助をすることができ

た】、Ｃ評価は【自分の役割を果たすことができた】、Ｄ評価は

【自分の役割を十分に果たすことができなかった】であった。 

R3 では１２％あったＤ評価が、R4 では６％となり減少した。

また、Ａ評価をつけた生徒の割合が R4 は大きく増加した（Ａ評価１１％増）。 
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 他者との関係（その３）では「同じグループのメンバーと学

習を進める中で、見通しを持ち、協力し合って活動できたか」

を生徒が自己評価している。Ａ評価は【余裕のあるスケジュー

ルや役割分担をして、同じ学習グループのメンバー全員で取り

組もうとする態度を身に付けることができた】、Ｂ評価は【スケ

ジュールや役割分担をしっかりと決め、期限内に計画を遂行す

ることができた】、Ｃ評価は【スケジュールの計画性は不十分で

あったが、ほとんどの計画を遂行できた】、Ｄ評価は【計画性に

乏しく、目標を達成することができなかった】であった。 

R3 では１０％あったＤ評価が、R4 では６％となり減少した。

また、Ａ評価をつけた生徒の割合が R4 は増加した（Ａ評価７％増）。 

 

他者との関係（その４）では「同じグループのメンバーと学

習を進める中で、どのように雰囲気づくりや環境づくりを行っ

たか」を生徒が自己評価している。Ａ評価は【同じ学習グルー

プのメンバーを尊重し、そのグループ全員で協力して研究に取

り組む環境づくりに努め、自らも積極的に参加することができ

た】、Ｂ評価は【チームの雰囲気を良くするように努力し、自分

の役割も全うすることができた】、Ｃ評価は【チームが決めたこ

とに従い、行動することができた】、Ｄ評価は【チームの研究に

参加できなかった】であった。 

R3 では１１％あったＤ評価が、R4 では３％に減少し、ほとんどの生徒がＣ評価以上をつけた。ま

た R4 は、R3 よりもＡ評価の生徒の割合が１０％増加した。 

 

 

Ⅱ-３：社会への貢献 

 社会への貢献（その１）では「地域の産業について把握

し、それらをより活性化させるための方法を考察すること

ができたか」を生徒が自己評価している。Ａ評価は【地域

産業において、それらをより活性化させるような行動・活

動内容を設定し、その設定に至る理由を述べることができ

た】、Ｂ評価は【地域の産業について、資料や考察をもとに

行動・活動内容を設定し、その設定に至る理由を述べるこ

とができた】、Ｃ評価は【地域の産業について、どのような

行動や活動が必要かを検討することができた】、Ｄ評価は

【自分たちの学習グループの行動や活動の背景について十

分に理解できなかった】であった。 

R3 では１３％あったＤ評価が、R4 では４％に減少し、ほとんどの生徒がＣ評価以上をつけた。ま

た R3 で多かったＣ評価が R4 では大きく減少し、R4 はＡ・Ｂ評価が合計２４％増加した。 
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社会への貢献（その２）では「現在の社会情勢を把握し、

それを踏まえて地域や社会貢献につながる行動を考える活

動ができたか」を生徒が自己評価している。Ａ評価は【今

日における社会情勢を把握し、具体的なデータ等を考慮し

た、地域・社会貢献につながる（将来性のある）行動・活

動ができた】、Ｂ評価は【具体的なデータを用いて、地域・

社会貢献につながる行動・活動ができた】、Ｃ評価は【地域・

社会の貢献につながる行動・活動ができた】、Ｄ評価は【地

域の産業について考察したのみで、行動・活動内容を理解

することはなかった】であった。 

R3 では１８％あったＤ評価が、R4 では７％に大きく減少した。また R3 で多かったＣ評価が R4

では減少し、R4 のＡ・Ｂ評価が合計２２％増加した。 

 

ここまで（Ⅱ-１，２，３）で「個人の力」、「他者との関係」、「社会への貢献」の生徒の自己評価

について、R4 と R3 を比較して見てきたが、全ての項目でＤ評価は減少し、Ａ評価は増加する結果

となった。２年生でのこの地域協働の活動は、生徒の「個人の力」を伸ばし、「他者との関わり」を

意識させ、「社会への貢献」の視点を持たせることができる、とても良い環境を作り出していること

が、この自己評価結果の比較で検証できたと感じる。 

 

Ⅱ-４：昨年度に設定した課題についての考察 

 昨年度に設定した課題①～④について、以下で検証し考察する。 

① 観点「社会への貢献」においてＡ・Ｂ評価の割合を増加させること 

これは、Ⅱ-３の結果より、成果が出ていると捉えて良いと考える。 

 

② Ｄ評価の生徒が、次年度以降の評価をＣ評価以上となるよう働きかけること 

 R3 でＤ評価であった生徒の数が大きく減少していることから、成果が出ていると捉えて良い

と考える。また、R3 も R4 も両方ともＤ評価をつけている生徒は９名おり、そのうち４名が複

数の項目でＤ評価をつけている。この４名の生徒については、学習活動を行う時には注意して

見守り、必要に応じて声をかけるなど、配慮・支援すべきだと感じている。 

 

③ 学年間のつながりの強化 

２年生の生徒の自己評価が改善傾向になった１つの要因に、１年生では講演や講義を聞く形

式での学習が主であったものが、２年生ではグループになって学習を進める活動に変わったこ

とで、それまで受動的であった生徒らが、主体的に活動する機会が大きく増えたということが

考えられる。１年時からグループでの活動を増やしたり、２年生の発表を聞いたりしていくこ

とができれば、もともとのＤ評価をさらに減らしていくことができる可能性があるのではない

かと考えるが、時間的な余裕がないとも感じている。 

 

④ 評価が前年度より低下した生徒への継続した支援 

   ②と同様に配慮すべきだと考えるが、全ての項目でＤ評価が減ってきているので、これから

はＣ評価の生徒をＡ・Ｂ評価に持って行けるような取り組みをさらに考えていくことが、評価

が前年度より低下した生徒も含めて、生徒全体への支援につながると感じている。 
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令和４年度３年生ルーブリック評価表による評価と考察 

 

武田 樹（理科） 

 

Ⅰ．はじめに 

 今年度の地域協働事業の評価は，これまでと同じルーブリック評価表を用いている。これは、昨

年と同じ評価表を用いて評価をすることで、生徒の成長の度合いを見えやすいようにするためであ

る。今回、３年生がこれまでに回答したデータとの比較を行うことでどのように成長したかを記述

する。 

 

Ⅱ．分析 

 ルーブリック評価表は、１年次～３年次において、個人の力（その１～その３）、他者との関係（そ

の１～その４）、社会への貢献（その１～その２）の３観点９要素で構成されている。これらの項目

に対し、生徒はＡ～Ｄの評価を行っている。今回、３年間で多大なデータが取れたため、各要素（例

えば、個人の力ではその１～その３）におけるＡ～Ｄ評価の割合を平均化し、各観点の評価として

扱う。 

図１は、その結果を各年ごとにまとめたものである。昨年度の課題の一つとして、「Ｄ評価の生徒

が、次年度以降の評価をＣ評価以上となるよう働きかけること」が挙げられており、図１からは各

年ごとにＤ評価が減少していること、さらにはＤ評価の生徒がごく少数になったことが読み取れる。 

そして、昨年度の課題として「観点「社会への貢献」においてＡ、Ｂ評価の割合を増加させるこ

と」も挙げられている。そこで、各観点においてＡ、Ｂ評価の割合の合計を図２にまとめた。この

図から、「社会への貢献」のみならず３観点全てにおいてＡ、Ｂ評価の割合が増加していることが分

かる。 
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図２ 各観点におけるＡ・Ｂ評価の合計 

図１ 各年ごとの３観点の評価 
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Ⅱ．考察 

 今年度の３年生は、１年次に、太陽光発電施設や新幹線の工事現場、各科に関する企業の見学、

外部の方からの出前授業等を通して地域と学校のつながりを意識した学習を行った。そして、春の

長期休業中には、自宅周辺の環境問題等について調べてくる課題をこなした。２年次の「産業技術

探求」では、春の休業中に各自で見つけてきた課題を持ち寄ってグループで解決策を考えること、

在校生並びに学外者にポスターセッション形式で考えたことを発信し、質疑応答を通して伝えるこ

との難しさや大切さを学んだ。さらには、ゼムクリップで自由な形を表現したり、コピー用紙一枚

を用いて紙タワーを作成したりと発想力を鍛える学習を行った。３年次には、これまでに培った知

識を用いて各自「課題研究」に取り組んだ。課題研究では、それぞれの科が、マイコンカーの改善

や生分解性プラスチックを用いたマスク作成、地域と連携することや北陸新幹線開通までのカウン

トダウンボードの作成、３ＤＣＡＤを用いたアニメーションの作成といった自分の強みを生かした

研究を行った。 

 そして、今年度の課題として、以下の４点が挙げられていた。それぞれについて考察を書く。 

①：観点「社会への貢献」においてＡ，Ｂ評価の割合を増加させること（継続） 

  ②：Ｄ評価の生徒が，次年度以降の評価をＣ評価以上となるよう働きかけること（継続） 

  ③：学年間のつながりの強化（新規） 

  ④：評価が前年度より低下した生徒への継続した支援（新規） 

 ①に関して、観点「社会への貢献」は１年生の学習後に５０％を切っている。様々な企業や現場

へ見学に行ったが、社会情勢とのつながりを考える学習だという意識が薄く、しかも１年間を通し

て断続的な行事として活動があるため、Ａ、Ｂ評価の生徒数が伸び悩んだと考える。次に、２年生

の学習後にＡ、Ｂ評価の生徒数が大幅に上昇している。これは、「産業技術探究」において、社会情

勢を把握して身近な課題を見つけ解決する方法を考えるといった活動の成果が出ていると捉えるこ

とができる。 

 ②に関して、この課題はＲ２年度からの課題であった。３年間を通し、常に減少傾向にあるため、

取り組み方としては良かったと考える。しかし、どの観点に対しても数人の生徒がＤ評価をつけて

いるため、活動中には机間指導に力を入れたり、学習内容を改善したりする必要があると考える。 

 ③に関して、最終的には３年生の課題研究につながるような学習をする、という考えを持って３

年間指導してきた。その結果「個人の力」や「社会への貢献」のＡ、Ｂ評価が増加し続けていると

考える。しかし、実際には１年次の学習活動や２年次の「産業技術探究」の内容が課題研究につな

がった生徒数は多くなく、教員の意図を伝えきれなかった可能性が高い。そのため、各活動中に活

動の意図をもっと伝えたうえで学習に取り組む必要があると考える。 

 ④に関して、②と重なるが、全体的にＣ、Ｄ評価が減少してＡ、Ｂ評価の生徒が増加傾向にある

ため、引き続いてＡ、Ｂ評価の生徒の増加を意識した学習を考える必要がある。また、内容の細か

いアンケートを回答させているため、生徒のアンケート結果の割合を見るだけではなく、内容まで

しっかりチェックすることや、評価が下がった生徒やＣ、Ｄ評価をした生徒には別途記述式で理由

を問うアンケートを実施することが④に関する課題を解決するために必要だと考える。 
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A B C D

地域の生産工場の見学や，経
営者・技術者の講義等を通し，
地域の産業について十分に理解
し，自ら進んで学習することがで
きた。

産業探究の授業等を通し，地
域の産業について理解を深める
ことができ，積極的に活用するこ
とができた。

地域の産業について理解すること
ができた。

見学や講義には参加したが，自
らの知識を活かすことなく，積極
的に行動することもなかった。

地域の産業を活性化させるた
め，体験活動へ積極的に参加
したり，資格取得に尽力したりす
る態度を身に付けることができ
た。

体験活動や資格取得につい
て，可能な限り取り組み，努力
を重ねることができた。

体験活動や資格の取得について
は，必要性のあるもののみ取り
組むことができた。

体験活動に取り組んだが，資格
の取得は思うようにできなかった。

①ポートフォリオを活用し自身の
行動を振り返り，自らに問いを
立てることができた。
②常識にとらわれない発想や多
面的に物事を捉える視点を身に
付けることができ，新しい価値を
見出すことができた。

ポートフォリオを活用して，課題
に自ら問いを立て，体験活動や
資格試験等の学習から得た知
識や技能をもとにして，新しい価
値を見出すことができた。

体験活動や資格試験等の学習
から得た知識や技能を関連付け
て，自分独自の考えを生み出す
ことができた。

課題や自分の経験に疑問を見
つけたが，問いにつなげることは
なかった。

同じ学習グループのメンバーの発
言に関連付けながら発言した
り，質問したりする等，意見の
相互作用を生かした議論をする
ことができた。

同じ学習グループのメンバーの発
言に対して，共感的な態度で
聞いたり，自分の意見を述べた
りすることができた。

自分の意見を述べることができ
た。

ほとんどの場面で話し合いに参加
することはなかった。

同じ学習グループのメンバーが補
助を必要としている際に，他のメ
ンバー全員で解決していくよう促
すことができた。

自分の役割を果たそうとし，必
要に応じて同じ学習グループのメ
ンバーの補助をすることができた。

自分の役割を果たすことができ
た。

自分の役割を十分に果たすこと
ができなかった。

余裕のあるスケジュールや役割分
担をして，同じ学習グループのメ
ンバー全員で取り組もうとする態
度を身に付けることができた。

スケジュールや役割分担をしっか
りと決め，期限内に計画を遂行
することができた。

スケジュールの計画性は不十分
であったが，ほとんどの計画を遂
行できた。

計画性に乏しく，目標を達成す
ることができなかった。

同じ学習グループのメンバーを尊
重し，そのグループ全員で協力
して研究に取り組む環境作りに
努め，自らも積極的に参加する
ことができた。

チームの雰囲気を良くするように
努力し，自身の役割も全うする
ことができた。

チームが決めたことに従い，行動
することができた。

チームの研究に参加できなかっ
た。

地域の産業について，それらをよ
り活性化させるような行動・活動
内容を設定し，その設定に至る
理由を述べることができた。

地域の産業について，資料や考
察をもとに行動・活動内容を設
定し，その設定に至る理由を述
べることができた。

地域の産業について，どのような
行動や活動が必要かを検討する
ことができた。

自分たちの学習グループの行動
や活動の背景について十分に理
解できなかった。

今日における社会情勢を把握
し，具体的なデータ等を考慮し
た，地域・社会貢献につながる
(将来性のある)行動・活動がで
きた。

具体的なデータを用いて，地
域・社会貢献につながる行動・
活動ができた。

地域・社会の貢献につながる行
動・活動ができた。

地域の産業について考察したの
みで，行動・活動内容を理解す
ることはなかった。

　

地域協働推進事業　ルーブリック

社
会
へ
の
貢
献

〇地域に貢献しようと
 　する態度
〇国際社会に目を向
　 けようとする態度

評価の観点

〇主体性
〇知識・技術力
〇創造力

〇コミュニケーション力
〇プレゼンテーション力
〇協働性

個
人
の
力

他
者
と
の
関
係
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